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　新宿区は平成 25 年 2 月「新宿区スポーツ環境整備方針」を策定しました。

　本方針は、スポーツ基本法で定める自治体の責務の趣旨に鑑み、個々の

目的やレベル等に応じて、身近で気軽に行える散歩や軽体操から競技スポー

ツに至るまで、誰もが生涯を通じて多様なスポーツに親しめる環境を整備

するため、区のスポーツ推進に対する基本的な考え方をまとめたものです。

　本方針の策定にあたり、新宿区出身で、2012 年ロンドンオリンピック・

シンクロナイズドスイミング日本代表として活躍され、現在、日本大学１

年生で東京シンクロクラブ所属の三井梨紗子選手に、ご自身のスポーツに

対する熱い想いや新宿区のスポーツ環境に対する印象などについて、中山

弘子新宿区長と語っていただきました。

「新宿区スポーツ環境整備方針」策定　特別企画　対談

ロンドンオリンピック・シンクロナイズドスイミング日本代表 新宿区長

三井　梨紗子 × 中山　弘子



三井選手は今回のロンドンオリンピックでは
シンクロナイズドスイミング日本代表マーメイド
ジャパンの最年少選手として、オリンピックという
特別な舞台に立たれましたが、三井選手にとっては
どのようなオリンピックでしたか？

そうでしたか。オリンピックという特別な大
会で、大変良い経験ができましたね。応援している
私達もテレビを観ながら本当に力が入りましたよ。
さて、今では日本を代表するトップアスリートに
成長された三井選手ですが、幼少時代はどのような
お子さんでしたか？また、シンクロナイズドスイミ
ングを始めるきっかけはどのようなことだったので
すか？

それはお母様の判断も見事ですし、お母様の
期待に応えた三井選手も素晴らしいですね。

私もそういうお話をお伺いすると一層応援し
たくなってしまいますね（笑）。

小さい頃から様々なスポーツをやってき
た中で、オリンピックに関心もありましたし、最終
目標でもあったので、夢の舞台に立てることが決
まったときは、喜びのあまり何も考えられず、辛
かった練習のことも全部吹き飛んでしまうくらい嬉
しかったです。オリンピックでは、成績も大切だと
思いましたが、出場すること自体に大きな価値があ
ると思いました。
通常の世界大会とは違い、４年に１度という特別
な大会なので、どの国の選手もこの大会に賭けてき
ているのも間近で感じますし、プールサイドに立っ
た瞬間は全身に鳥肌が立つくらい緊張がありまし
た。それでも、実際に本番の演技で自分の力を出し
切ることが出来たことは、自分の成長を感じました
し、すごく自信になりました。

高校時代までは試合で使用する水着も母
と一緒に選んだり、曲のイメージや雰囲気に合わせ
て母がデザインをして生地から作ってくれていまし
た。特に母が作ってくれた水着で出場する試合では
一層気合いも入りましたし、母も大変喜んでくれま
したのでシンクロ競技をやってきて良かったと思い
ます。

３歳上の兄と野球などをして外で遊ぶの
が大好きな活発な子どもでした。水泳では「骨が泳
いでいる」と言われるくらい線が細く、きゃしゃな
体型で肌の色も日焼けして真っ黒だったので「ごぼ
う」とか言われていました（笑）。きっかけは、小
学生時代に水泳以外にもたくさん習い事をしてい
て、ピアノやダンスなども習っていたので、音楽に
合わせて泳ぐことができることに魅力を感じたこと

と、初めてテレビでオリンピックのシンクロ競技を
観たときにとても綺麗で、すごく感動したので「やっ
てみたい」と思うようになりました。
母の話によると、最初、コーチには競泳を勧めら
れたそうですが、タイムだけで競う種目よりも、ピ
アノやダンスで培った表現力を生かせる種目の方が
私には向いているのではないかということと、団体
で演技をするということによってチームワークの大
切さを学べるということからシンクロ競技に進むこ
とになりました。

三井　梨紗子　選手（東京シンクロクラブ）
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それでは、少し話は変わりますが、新宿区も
このスポーツ環境整備方針の中で「スポーツの力
で『新宿のまち』を元気に！」をスローガンとして
掲げ、スポーツは単に勝敗や記録を競うだけではな
く、気晴らしや健康・体力の維持増進、地域コミュ
ニティの醸成などにもその効用を期待しているとこ
ろです。
そして、そのようなスポーツを推進していくため
には競技スポーツだけではなく、身近なスポーツの
場や活動の裾野を広げていくことが何より大切だと
思いますが、三井選手はどのようにお感じになられ
ていますか？

そうですね。新宿区も都心区という制約の中
で場を確保することや、新しい施設を設置すること
は難しいのですが、既存施設や学校施設をより効果
的に活用するなどして、そのような環境を創出して
いくことが必要だと思っています。また、体育の日
には、新宿コズミックスポーツセンターを中心に、
ショートテニスやスポーツチャンバラなど様々なス
ポーツが体験できるイベントを開催していますが、
さらに工夫していきたいと思います。

そんなに一輪車がお好きだったのですね。私
も「児童館まつり」などで一輪車の演技を観る機会
がありますけれども、なかなか見応えがありますし、
演技や構成を考えたり華やかさもあってシンクロ競
技に共通するところもあるのではないですか？

ありがとうございます。私もトップアスリー
トを育てるということも、スポーツの裾野を広げる
ということがとても大切だと思います。手前味噌に
なりますが、新宿区はスポーツだけではなく音楽や
芸術の面を含めて結構頑張っていると思いますよ。

そのイベントには私も小学生の頃に兄と
一緒に参加していました（笑）。そのときに様々な
スポーツを経験したことが少なからず今の競技生活
に生かされていると思います。
また、児童館でも様々な体験ができて、中でも一
番ハマったのが一輪車です。スピンなどの高度な技
を習得したくて夜遅くまで夢中でやっていました。
そして、当時の一番の悩みは、児童館での一輪車
の指導日とシンクロの練習日が重なっていて、シン
クロのために一輪車ができなかったことです（笑）。

そうですね。シンクロも一輪車もスピン
したり、バランスを取ったりするので体の使い方や
遠心力をコントロールする感覚などは共通するとこ
ろがあります。シンクロの世界では子どもの頃から
様々なスポーツを経験している方が筋肉の付き方の
偏りも少なく大変良いと言われています。そういう
意味では様々なスポーツに挑戦できる環境を提供し
てくださった新宿区には大変感謝しています（笑）。自分は現在、アスリートとして毎日８時

間以上も練習するハードなスポーツを行っています
が、一般の方には毎日少しの時間でも日々の生活の
中で体を動かし、スポーツを楽しみながらできるだ
け長く続けていただきたいですね。それと、メジャー
な競技からマイナーな競技まで、様々なスポーツを

気軽に楽しめる環境が身近にあると良いと思いま
す。特に、オリンピックを経験してから、いろいろ
な種目や知らないスポーツに挑戦できる環境整備が
いかに大切かということを実感しました。
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それから、すでにご存じだと思いますが、今
年（平成 25 年）は約 50 年振りに東京で国体が開
催され、新宿区も正式競技として「ハンドボール
競技（成年女子）」とデモンストレーション行事と
して「３Ｂ体操」の開催地となっています。また、
2020 年のオリンピック・パラリンピックの東京開
催に向け、東京都と連携し、様々な招致活動を展開
しています。東京での開催が決定すれば、新宿区霞ヶ
丘町の国立競技場がメイン会場となる予定です。
それでは、次期のブラジル・リオデジャネイロで
開催されるオリンピックと 2020 年の東京開催にな
るかもしれないオリンピックに向けて、今後の意気
込みをお願いします。

そうですね。本当に私達も期待しています。
そして、８年後は東京で、三井選手がリーダーとし
てマーメイドジャパンを引っ張っていく姿を是非
拝見したいと思います。もし、2020 年に東京でオ
リンピックが開催されれば、1964 年の東京オリン
ピック時とは異なり、アジアにおける成熟した都市
として、環境に優しく、障害者や高齢者など誰もが
快適に東京のまちを訪れ、子ども達に夢と希望を与
えられる、まさに「スポーツの力でまちが元気に」
なるようなオリンピック・パラリンピックとなるよ
うに招致活動を頑張っていきたいと思います。
三井選手は新宿区の誇りですし、これからも持前
の明るさと強さとキレのある演技で新宿区はもとよ
り日本中に元気と勇気を届けていただきたいと思い
ます。新宿区もスポーツ環境の整備・推進に努めて
まいりますので、今後とも新宿区に対してご助言・
ご協力を賜れれば幸いです。
本日は、お忙しい中、本当にありがとうございま
した。

プロフィール
三井 梨紗子（みつい りさこ）
1993 年 9 月 23 日生まれ。東京シンクロクラブ所属。
新宿区立落合第一小学校卒業。現在、日本大学１年生。

※ S：ソロ　D：デュエット　T：チーム　FC：フリーコンビネーション　TFR：チームフリー

【国際大会の主な戦績】

2010 年 世界ジュニア選手権大会（インディアナポリス）：S ４位・D ５位・T ５位・FC ６位

2010 年 ワールドトロフィー大会（モスクワ）：総合 5 位

2011 年 世界水泳選手権（上海）：TFR ５位

2012 年 ロンドンオリンピック予選会（ロンドン）：T ３位

2012 年 ロンドンオリンピック：T ５位

2012 年 ワールドトロフィー大会（メキシコシティ）：総合 2 位

三井選手からロンドンオリンピックの記念品が寄贈されました

今回のロンドンオリンピックでは最年少
という立場で先輩達についていくだけで精一杯だっ
たのですが、結果として最後まで自分の力を出し切
ることができて、自分にとってとても大きな自信に
なりました。この経験を生かして、４年後のブラジ
ルでもしっかりと泳ぎたいと思います。そして、今
度は自分が後輩達を引っ張っていけるような選手に
なりたいと思います。
また、ロンドンでもそうだったのですが、国や種
目を問わずいろんな方々が声を掛けてくださり、応
援してくださって、人と人との繋がりを強く感じる
ことができました。それを、日本で開催することが
できたら本当に素晴らしいことだと思いますので是
非実現してほしいです。
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 第１章  方針の基本的な考え方 
 

（１）スポーツ環境整備の必要性と目的 

「スポーツ」は、体を動かすという人間の根源的な欲求を充足させるものであり、精

神的な充足や楽しさ、喜びをもたらすという内在的な価値を持つとともに、青少年の健

全育成や地域コミュニティの醸成、心身の健康の保持・増進、地域経済の活力の創造な

どにも大きく寄与するものです。 

また、一部の競技者のためだけにあるのではなく、誰もが、季節や目的、レベル等に

応じて、生涯を通じて多様なスポーツに親しめることが「生涯スポーツ」※1の理念でも

あります。 

 

しかし、昨今、少子高齢化の進展や、社会構造の変化、区民の価値観やライフスタイ

ルの多様化など、様々な社会環境や価値観の変化により、スポーツ環境も大きく変わっ

てきています。 

 

区内の人口構成を見ると、65歳以上の高齢者人口率は平成25年１月１日現在で19.4％

となっており、超高齢社会※2を迎えようとしています。高齢者の健康づくりや生きがい

づくりに向けた運動やスポーツの重要性が増しています。 

このようなシニア層を中心とする健康志向の高まりなどを背景に、運動やスポーツへ

の関心が高まっています。特に、ジョギングやマラソンへの人気の高まりは顕著なもの

があります。区で毎年開催されている「新宿シティハーフマラソン・区民健康マラソン」

は、年々参加者が増加し、その規模も拡大しています。平成 24 年度（第 11 回大会）の

申込者数は約 12,000 人で、6 年前の第 5回大会と比較すると約 1.5 倍の増加が見られま

す。 

 

また、家庭や地域において、子どもが自由に遊べる場が十分とは言えず、子どもの体

力の低下などが社会的な課題として深刻化しています。また、少子化に伴う教員の減少

等により、学校部活動の指導者不足も懸念されています。 

さらに、かつて、アマチュアスポーツ界の受け皿的存在であった企業スポーツが、景

気低迷の影響により休廃部に追い込まれるといった状況や、かつて福利厚生事業等で、

活発な活動が見られていた職場仲間とのスポーツ活動の機会の減少などの状況も見られ

ます。 

 

                                                  
1 生涯スポーツ：個々の目的やレベル等に応じて、誰もが生涯を通じて多様なスポーツに親しむこと。 
2 超高齢社会：一般に、高齢化率（65 歳以上の人口が総人口に占める割合）によって、高齢化率 7%-14%の社会を

「高齢化社会」、同 14%-21%で「高齢社会」、21%以上で「超高齢社会」とされる。 
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区内のスポーツ環境については、区民のスポーツ活動に対するニーズの多様化などを

背景に、スポーツ施設の整備・充実に対する様々な要望が寄せられています。 

しかし、都心区という立地的な制約もあり、新たな施設を設置するのは難しい状況で

もあります。また、これまでのスポーツ活動の中で、個々のスポーツ施設での特定時間

帯（平日夜間や休日）における活動場所の不足や、施設利用に柔軟性がなく利用団体に

偏りが生じているため、新たな団体が利用しづらいなどの課題も浮上しています。 

そのため、地域スポーツの活動拠点としての施設の機能充実や既存施設のさらなる有

効活用、各施設や人材等が有機的に連携できる仕組みづくりが喫緊の課題となっていま

す。 

 

さらに、昭和 56 年から凍結している「東京都市計画公園事業５・５・８号戸山公園事

業」における都立戸山公園多目的運動広場の拡充事業に伴う総合運動場の整備の方向性

を示すとともに、スポーツ振興における区・区民・地域・事業者などの役割と連携のあ

り方等について、今日的な区民ニーズを的確に把握しながら、総合的見地から多角的に

検討することも必要となっています。 

 

「新宿区スポーツ環境整備方針」は、こうした環境の変化や区の現状を踏まえつつ、

区民の誰もが、生涯に渡って、様々な目的やレベル等に応じた多様なスポーツ活動に親

しむことができる環境を整備するため、中・長期的な展望に立って、区のスポーツ環境

整備の基本的な方向性を定めるものです。 

方針策定にあたっては、行政内部の施策相互の連携・整合を図るとともに、区内の施

設や人材などの貴重な資源が有機的に連携して取り組みを進められるよう、基本方針に

基づき、個々の取り組みを体系化しています。 

 

  

 新宿シティハーフマラソン
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（２）方針におけるスポーツの定義 

本方針では、スポーツをより身近なものとし、これまでスポーツに関心がなかった人

たちも含めて、気軽に、身近にスポーツを楽しめる環境づくりを目指しています。その

ため、この方針における「スポーツ」の定義は、ルールに基づいて、単に勝敗や記録を

競うスポーツだけではなく、気晴らしや健康づくりのための軽体操や散歩等の軽度な身

体活動や地域コミュニティのためのレクリエーション等、身体活動全般を幅広く含むも

のとします。 

 

一方、スポーツは、健康維持や気晴らしのために体を動かすということにとどまらず、

人々の生活に溶け込み、日々の暮らしの中で生きがいや潤いを与える文化的な側面を持

つものです。他者との関わりの中で、多様なスポーツに親しむことは、相互交流の中で

個人の心身の成長をもたらすとともに、地域コミュニティを醸成させ、仲間づくりや地

域の活性化につながります。 

 

本方針では、上述のように、スポーツを広義でとらえ、スポーツの裾野を広げること

を目指すとともに、スポーツ推進を、地域コミュニティの創出・活性化のための重要な

施策の一つととらえ、個々人の身体活動の推進にとどまらず、地域の総合力を結集した

「スポーツコミュニティ」の醸成を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）方針の対象  

本方針において、スポーツ環境を享受する対象は、原則として、区内に住所を有する

者、並びに区内で働く者、学ぶ者、活動する者及び活動する団体とします。 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツコミュニティとは 
 

本方針では、スポーツを通して地域の課題の解決に資する取り組みを促進し、スポーツ

を通じて醸成される新たな地域社会を、「スポーツコミュニティ」と捉え、その推進を図っ

ていきます。 
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（４）方針の位置付け 

本方針は、「新宿区基本構想」（平成 20 年度～37 年度）及びその具体的方針を定める「新

宿区総合計画」（平成 20 年度～29 年度）に基づく、第一次実行計画「総合運動場及びス

ポーツ環境の整備」（平成 20 年度～23 年度）・第二次実行計画「スポーツ環境の整備」（平

成 24 年度～27 年度）を踏まえ、区のスポーツ環境整備の方向性を示すものです。 

また、区では、「健康づくり行動計画」「魅力ある身近な公園づくり基本方針」「新宿区

教育ビジョン」など、スポーツ環境施策と関連性を持つ計画が策定されており、これら

の関連計画との整合を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
 
計

画 
実行計画事業名 

第

一

次

実

行

計

画 

総合運動場及びスポーツ環境の整備 

・総合運動場の整備 

（総合運動場整備計画策定） 

↓ 

ローリング（計画の見直し） 

↓ 

・総合運動場の整備 

（スポーツ環境整備方針の検討） 

第

二

次

実

行

計

画 

スポーツ環境の整備 

・スポーツ環境整備方針の策定・実施 

・総合運動場の整備 

          

連
携

 

整
合

新宿区スポーツ 
環境整備方針 

 

 
新宿区基本構想 

（Ｈ20～Ｈ37 年度） 

 
新宿区総合計画 

（Ｈ20～29 年度） 

方向性

主な関連計画 

新宿区障害者計画 

高齢者保健福祉計画 

次世代育成支援計画 

健康づくり行動計画 

魅力ある身近な公園づくり基本方針

新宿区教育ビジョン 
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 第２章  方針策定の背景 
  

（１）社会的背景 

今日の社会では、少子高齢化や社会の高度化が急速に進み、人々のライフスタイルや

価値観の変化が様々な形で生じています。このような社会的な変化の中で、スポーツに

も以下のような様々な意義や効果が期待されています。 

 

●健康増進や生きがいづくりの重要性の高まり 
超高齢社会の到来に伴い、健康志向の高まり、シニア層の生きがいづくりや仲間づく

り、さらには介護予防といった観点から、スポーツの役割がその重要性を増しています。 

また、働く世代の人々にとっても、日常的に体を動かす機会が減少し、体力低下や精

神的ストレスの増大、中高年の生活習慣病の増加など、心身両面にわたる健康問題が顕

在化しており、健康増進面からもスポーツ推進の重要性が高まっています。 

 

●子どもたちの体力の低下 
外遊びの機会の減少、コンピューター機器の普及による直接的なコミュニケーション

機会の減少、生活習慣の乱れ等、子どもたちをめぐる様々な課題が指摘されています。 

平成 23 年度に、東京都が行った「歩数調査」によると、小学生・中学生・高校生の歩

数の平均が 1 日 10,000 歩程度と、これまで推定されていた平均歩数推定値（13,000 歩）

を大きく下回ったことが報告（P32 参照）されており、体を動かす機会や環境そのものが、

子どもたちに不足していることが懸念されています。同時に、文部科学省が行っている

「体力・運動能力調査」では、スポーツをする子どもとしない子どもの体力格差の拡大

が報告されています。 

子どもの頃からスポーツに親しむことは、体力や身体能力の向上に資するとともに、

克己心やコミュニケーション能力を身に付けるなど、精神面でも様々な成長をもたらし

ます。 

また、幼少期において、スポーツに親しんだ経験を持つ子どもは、その後、大人にな

っても何らかの形でスポーツを続ける傾向が高いと言われています。 

このように、子どもたちがスポーツに触れる機会を増やし、スポーツ好きの子どもを

増やすことは、現代の子どもたちを取り巻く様々な課題解決の糸口となると考えられま

す。 
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●地域の絆の減退、人間関係の希薄化 
単身世帯の増加や地域の絆の減退によって、「無縁社会」といった言葉がクローズアッ

プされる現代社会の中で、スポーツがもたらす人との関わり、仲間づくりの機会、さら

には、地域コミュニティの醸成への意義が高まっています。 

かつては、企業スポーツに代表されるように、活発な活動が見られた運動部が休廃部

するなど、職場仲間とのスポーツ機会なども減少する中、地域にスポーツの場を求める

人々も少なくありません。地域スポーツを通じて、地域に仲間をつくり、希薄化した人

間関係を修復するなど、地域の絆の回復が期待されます。 

 
●スポーツの力・多様な可能性の再認識 
スポーツは、人を元気づけ、人の心に感動をもたらし、人と人とを結びつける力があ

ります。その意義や効果は、東日本大震災発生後、あらためて着目されました。震災後、

多くのトップアスリートが被災地を訪問し、被災者とスポーツを通じて交流するなど、

スポーツは復興の象徴として、様々な形で被災者の心を癒し、鼓舞する役割を果たして

います。 

また、ワールドカップやオリンピック・パラリンピックなどでの日本人選手の活躍が、

日本全体に活気をもたらしたことは、スポーツが持つ多様な可能性を証明していると言

えます。 

 

大久保公園でのバスケットボール
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（２）国や都の動き 

●スポーツ基本法の制定 
我が国では、昭和 36 年に「スポーツ振興法」を制定してから、様々なスポーツ振興施

策を実施してきました。しかし、スポーツの実施目的の多様化、地域における「スポー

ツコミュニティ」の重要性の高まり、プロスポーツの発展、スポーツによる国際交流や

貢献の活発化など、スポーツを取り巻く状況は大きく変化しています。 

こうした状況を踏まえ、スポーツ推進のための基本的な法律として、平成 23 年に「ス

ポーツ基本法」を公布・施行しました。スポーツ基本法では、すべての人にスポーツを

楽しむ権利を認めており、スポーツの推進は国及び地方公共団体の責務であると明記さ

れています。 

 

●スポーツ基本計画 
上記の「スポーツ基本法」第 9 条の規定に基づき、スポーツの推進に関する基本的な

計画として、平成 24 年 3 月に「スポーツ基本計画」が策定されました。 

 

今後 10 年間を

見通した 

スポーツ推進

の基本方針 

① 子どものスポーツ機会の充実 
② ライフステージに応じたスポーツ活動を推進 
③ 住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境を整備 
④ 国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 
⑤ オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会の招致・開催等を通じた国
際貢献・交流を推進 

⑥ スポーツ界の透明性、公平・公正性を向上 
⑦ 地域におけるスポーツを推進する中から優れたスポーツ選手がはぐくまれ、
そのスポーツ選手が地域におけるスポーツの推進に寄与するというスポー

ツ界の好循環を創出する 

今後 5 年間に

総合的かつ計

画的に取り組

むべき施策 

① 学校と地域における子どものスポーツ機会の充実 
② 若者のスポーツ参加機会の拡充や高齢者の体力つくり支援等ライフステー
ジに応じたスポーツ活動の推進 

③ 住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備 
④ 国際競技力の向上に向けた人材の養成やスポーツ環境の整備 
⑤ オリンピック・パラリンピック等の国際競技大会等の招致・開催等を通じた
国際交流・貢献の推進 

⑥ ドーピング防止やスポーツ仲裁等の推進によるスポーツ界の透明性、公平・
公正性の向上 

⑦ スポーツ界における好循環の創出に向けたトップスポーツと地域における
スポーツとの連携・協働の推進 
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●東京都スポーツ振興基本計画  
東京都では、平成 20 年に、平成 25 年開催の第 68 回国民体育大会（東京国体）や、将

来のオリンピック・パラリンピック競技大会を視野に入れた「東京都スポーツ振興基本

計画」を策定し、平成 28 年度までを計画期間として、「スポーツ・フォア・オール」を

基本理念としたスポーツ施策の推進に取り組んでいます。 

また、平成 24 年 3 月には、障害者スポーツの振興を見据えた「東京都障害者スポーツ

振興計画」が策定されました。 

 

基本理念 

スポーツ・フォア・オール 

 だれもが生涯を通じてスポーツに親しむことにより、健康的で豊かな人生を

楽しむことができる社会の実現を目指す。 

数値目標 スポーツ人口のすそ野を広げ、都民のスポーツ実施率を 60％以上とする。 

３つの戦略

と主な取組 

①スポーツを始めたくなる、もっと親しめる東京を実現（都民のスポーツ実施率

を高める取組） 

 例）運動部活動の充実、職場でできるストレッチ体操の開発、ユニバーサルデザインの

施設改修、地域スポーツクラブの設立支援、観戦スポーツの振興など 

 

②世界を目指す東京アスリートの育成（東京アスリートの活躍を支援する取組） 

 例）ジュニア選手の発掘・育成・強化、ＮＴＣ（ナショナルトレーニングセンター）及

びＪＩＳＳ（国立スポーツ科学センター）との連携、指導者の確保・育成、情報・医・

科学サポートによる支援、障害者アスリートの競技力向上など 

 

③スポーツ都市東京の実現に向けた、仕組みづくりと環境整備（戦略①②を支え

る取組） 

 例）東京版スポーツコミッションの設立検討、国際的スポーツ大会等の積極的誘致、東

京アスリートを称える顕彰制度の充実、都立大規模施設の改築・改修など 

 

現在、東京都では、東日本大震災において見直されたスポーツの意義や役割、社会情

勢の変化などを受けて、計画の改訂を行っています。 
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 第３章  区のスポーツ環境の現状と課題 
 

 区全体で、誰もが気軽にスポーツを楽しめる環境を充実させることが必要です。 

 
新宿区は、多様な世代や職業、あるいは、多様なライフスタイルを持つ区民が暮らす

まちであり、区民のスポーツ活動に対するニーズも多様化しています。 

都心区である新宿区では、土地利用の高度化や地価の高騰などにより、新たに大規模

なスポーツ施設を整備することは困難な状況にあります。一方で、区内には、学校施設、

公園施設や多目的広場、地域センターの集会室等、スポーツに利用可能な施設が多種多

様にあるため、これらの施設をさらに有効に利用できるような方策を検討していくこと

が必要です。 

また、スポーツ施設を利用する曜日や時間帯は、年代などによって異なりますが、仕

事を持つ区民も多い中で、平日夜間や休日などに利用が集中し、利用したい時間帯に利

用できない状況がみられることなどから、区民の多様なライフスタイルに合わせた施設

運営が求められています。 

さらに、健康志向の高まりにより、散歩・ウォーキングやジョギング・ランニングな

どを、近所の道路や公園などで行う区民も増えており、まち全体で気軽にスポーツを楽

しめる都市環境の整備を図ることが不可欠となっています。 

以上のことから、区民の誰もがスポーツを楽しめる環境を整備していくため、多様な

利用者ニーズに配慮した施設運営や機能充実、各種施設の連携強化やスポーツに親しめ

るまちづくりなどに取り組んでいくことが重要です。 
  

【求められる施策の柱】  

○総合運動場の整備検討 

○気軽にスポーツを楽しめる都市環境の整備 

○誰もが使いやすい施設の整備・充実 

○区民のライフスタイルに合わせたスポーツ施設の運営 

○地域資源を活かした各種施設の活用・連携 
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 ライフステージ等に応じたスポーツの場や機会の提供が必要です。 

 

スポーツには、個々のライフスタイルや体力・技術などの違いにより、様々な関わり

方があり、平成 23 年に国が制定したスポーツ基本法では、スポーツをする・楽しむこと

は、全ての国民の権利であると明記しています。 

その一方で、区民のスポーツ実施状況からは、働き盛り世代や子育て中の女性などの

層でスポーツの実施率が低いといった現状もみられます。また、子どもの体力の低下や

高齢化の進展に伴う健康・体力づくりへの関心の高まり、障害者スポーツへの積極的な

配慮など、それぞれのライフステージ等に応じて、対象を意識した施策が求められます。 

今後は、より多くの区民がスポーツを楽しめるよう、それぞれの対象やライフステー

ジ等に配慮した、より積極的にスポーツを楽しむ場や機会を創出する工夫が必要です。 
  

【求められる施策の柱】 

○子どもがスポーツを楽しめる場や機会の創出 

○成人がスポーツを楽しめる場や機会の創出 

○高齢者がスポーツを楽しめる場や機会の創出 

○障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創出 

 

 スポーツ関連情報の効果的な収集・提供が必要です。 

 

区民がスポーツを気軽に行うためには、スポーツに関わる施設やイベント、団体や指

導者などの情報が豊富に提供され、入手しやすいことが重要です。特に、スポーツを行

う意思がありながら、忙しいなどの理由でなかなかできない区民の実施率を上げるため

には、これまで以上に多様なスポーツ関連情報を提供していくことが求められます。 

また、スポーツ関連施設をより有効に活用していくためにも、関連事業や施設等に関

する情報の効果的な収集・提供が必要です。 
  

【求められる施策の柱】 

○スポーツ関連事業及び施設に関する情報提供の充実 

○施設予約システムの充実 

○地域団体の活動情報の発信・共有（地域ポータルサイトの活用） 
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 地域におけるスポーツの支援・推進体制の整備・充実が必要です。 

 
区内には、スポーツ推進委員協議会・体育協会・レクリエーション協会等をはじめ、

多種多様なスポーツ団体・組織、スポーツ指導者やボランティアなどの区のスポーツ活

動を支える人材の活発な活動が見られます。今後は、地域住民が中心となり、地域の健

康づくり、交流活動等を通じて「スポーツコミュニティ」の醸成等が期待されます。 

そのためには、地域で公益的な活動を行っている団体・組織に対して、活動内容に応

じ、適切な支援を行っていくことが求められるほか、指導者やコーディネーターの育成

や効果的な活用にも取り組んでいくことが必要です。 

また、区民主体の「スポーツコミュニティ」の醸成のためにも、地域における推進体

制の整備が不可欠です。 

区民の主体的な活動を支援するために、指導者やコーディネーターなどの人材の活用

や団体の活動支援など、推進体制のさらなる充実が必要です。 
  

【求められる施策の柱】 

○スポーツ活動を支える人材の育成・活用 

○公益的なスポーツ団体の活動支援 

○地域単位で連携が可能な仕組みづくり 

 
 

 
新宿いきいき体操
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 第４章  基本的な方向性   

（１）基本理念  

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯を通じてスポーツを楽しむことは、スポーツ基本法で保障された国民の権利（「ス

ポーツ権」）です。そもそも、スポーツの語源は、ラテン語の「portare」から派生した

「deportare」（デ・ポルターレ＝生活・仕事から離れる）に由来すると言われています。

すなわち、スポーツは気晴らしや遊びを指す言葉であり、本来、体を動かして楽しむ、

気分転換をするという、人の根源的な欲求に応えるものです。 

また、運動不足が蔓延する現代社会において、健康増進、体力づくりのためにスポー

ツに取り組む人が増えつつあります。子どもたちの心身の健やかな成長や成人期の生活

習慣病予防、高齢者の健康増進や生きがいづくりなど、生涯を通じたスポーツは、区民

の生活の質の向上に様々な効果をもたらします。 

さらに、スポーツはコミュニケーションの手段としても大きな力を持っています。苦

しい練習を仲間と克服した後の達成感、緊迫した試合の中でのチームメイトとの一体感

は、多くの人が共感できるスポーツの醍醐味と言えます。このような経験は、個人の心

身の成長をもたらすとともに、仲間との一体感を育み、多くの喜びや感動をもたらすこ

とで、仲間づくりや地域活力の創造に大きく貢献します。 

近年、地域コミュニティの希薄化が懸念されていますが、スポーツには、共に楽しん

だり、競い合ったりすることを通じて、人と人との絆を生み出し、スポーツを通じた仲

間や地域のつながりを醸成、あるいは再生する力があります。このようにして醸成され

る「スポーツコミュニティ」は、現代社会が、利便性や効率性を追求する中で希薄化し

てしまった地域の連帯感を取り戻す一助となり得ます。 

 

本方針は、このような考え方に基づき、区・区民・事業者など、新宿区に関わる様々

な人材や資源が連携・協働しながら、スポーツ環境整備に取り組むことで、区内におけ

る生涯スポーツ社会の実現を図るとともに、地域コミュニティの創出・活性化のための

重要施策ととらえ、地域における「スポーツコミュニティ」の推進を図ることを目的と

します。そして、こうした取り組みを通じて、区民の主体的なスポーツ活動を推進し、

スポーツの持つ様々な力を区民、さらには新宿のまち全体に波及させることを期待する

ものです。 

生涯スポーツ社会の実現と 

地域の総合力を結集した「スポーツコミュニティ」の推進
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以上のことから、本方針の基本理念を、「生涯スポーツ社会の実現と地域の総合力を結

集した『スポーツコミュニティ』の推進」とし、スローガンとして、「スポーツの力で『新

宿のまち』を元気に！」を設定します。 

 

（２）環境整備の基本的な視点 

基本理念の実現に向け、以下の 3 つの視点を踏まえて、新宿区のスポーツ環境の充実

を図っていきます。 

 

●持続性・継続性 
スポーツを通じて、地域のコミュニティを醸成していくためには、区民がスポーツを

行う機会が、イベントのような一過性のものに限定されることなく、日常的なものとな

ることが重要です。そのため、スポーツを気軽に行うことができる場や機会の拡充など

により、持続性・継続性のあるスポーツ活動を推進していきます。 

また、基本理念を実現するためには、10 年、20 年といった中・長期的な視点に立った、

持続可能な取り組みが必要です。そのため、社会状況や経済情勢の変化などに配慮しつ

つ、本方針に基づき、一定の持続性・継続性を持って取り組みます。 

 
●自主性・自立性 
スポーツを行う主体は区民であり、区は、区民が自らの意思によって個々のニーズに

合ったスポーツ活動を行えるよう、環境を整えることが必要です。 

区民や地域・スポーツ団体等が、自主的かつ主体的な活動ができるよう、スポーツ環

境の充実を進めていくことが重要です。 

 
●連携・協調 
スポーツ環境の整備は、スポーツ施設に限定されず、区民生活の様々な場面に関わる

取り組みといえます。そのため、区の関連部署をはじめ、大学・企業などと連携した環

境整備をより一層検討していきます。 

また、スポーツは、一人で行うものだけではなく、団体で行う、観戦する、スポーツ

活動を支えるなど、その関わり方も多様であり、相互の連携・協調が重要です。区民・

地域・スポーツ団体などの多様な主体が、連携・協働するための仕組みづくりなどを進

めるとともに、各主体がそれぞれの活動を尊重し、互いに認め合うことによって、情報

共有や活動場所のシェア、人材の交流、イベントの共同開催などが活発に展開できるよ

う取り組む必要があります。 
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（３）各主体の役割・責務  

区内のスポーツ環境は、区をはじめ、区民・地域・スポーツ団体・事業者・学校など、

多様な組織や人材の活動、施設等の地域の貴重な資源によって支えられています。 

本方針の基本理念の実現に向けて、スポーツの推進において期待される各主体の役

割・責務を以下に記載します。 

 

①各主体共通の役割・責務 

 
●それぞれがスポーツ振興の担い手であるとの自覚を持ち、自らの意思の下

で、持続的・継続的なスポーツ活動を実践・展開すること 

 

●各種スポーツ活動への相互理解を深め、お互いに尊重しあうこと 

 

●各主体の個性を活かしたスポーツ活動を実践するとともに、他のスポーツ

活動の担い手たちと連携・協調していくこと 

 

●都心区である新宿区の特色を踏まえたスポーツ環境の推進を図ること 

 

 

 

親子体操
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②各主体の個別の役割・責務 

主体 定義 主な役割・責務 

区民 

新宿区に住む人に加え、区内

で働く人、学ぶ人、活動する

人を含みます。 

○自主的・自発的なスポーツ活動の実践 

地域 

町会・自治会等、高齢者クラ

ブ、PTA などの組織・団体並

びに地域でまちづくり活動や

交流活動に取り組む活動団体

などを含みます。 

○スポーツ活動を通じた、地域住民の交流とス

ポーツコミュニティの醸成 

○施設の利用調整や地域課題の解決に向けた主

体的な取り組み 

スポーツ 

団体等 

スポーツ推進委員協議会・体

育協会・レクリエーション協

会をはじめ、区内で運動・ス

ポーツの実践を目的に活動し

ている組織・団体・サークル

等。 

○多世代・多種目・多目的なスポーツが楽しめ

る活動機会の提供と実践 

○区や区民等との連携・協力による創造的なス

ポーツ活動の展開 

事業者 

区内で事業活動を行う企業・

商店・病院等の法人や個人事

業者、民間スポーツクラブな

どを含みます。 

また、大学などの学術研究機

関や教育機関も含みます。 

○区のスポーツ環境を構成する一員として事業

者の特色を活かした積極的なスポーツ関連事

業の展開 

○スポーツ振興に配慮した社会貢献 

学校 

区内の幼稚園、小・中学校、

高等学校及び保育園・子ども

園等を含みます。 

○学校教育等を通じて、学校体育・クラブ活動・

部活動・放課後等における積極的なスポーツ

活動の推進 

○学校施設の地域住民への積極的・効果的な開放

未来創造

財団 

区のスポーツ推進事業の担い

手と位置付けられる「公益財

団法人新宿未来創造財団」（以

下「未来創造財団」という。）

○スポーツ事業・活動の担い手として積極的な

区民のスポーツ環境の推進 

○スポーツ活動の拠点として、各主体の連携・

協調を推進するための専門人材の育成・確保、

スポーツ関連事業・施設の総合的なコーディ

ネート 

区 
スポーツ行政担当部署をはじ

め、各分野の行政関連部署 

○スポーツ行政担当部署だけではなく、各行政

分野の所管部署ごとに、自らがスポーツ環境

推進に配慮すべき担い手の一員であるとの自

覚の下、積極的なスポーツ環境の推進 

○総合的・継続的にスポーツ活動を支える仕組

みの構築及び各部署と連携した施策等の推進
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（４）施策の体系  

基本理念を実現するために、区のスポーツにおける課題などを踏まえ、「１ 多様な利

用者に配慮した施設の機能充実」「２ ライフステージ等に応じたスポーツを楽しむ機会

の創出」「３ 主体的なスポーツ活動を支援する情報環境の整備」「４ 区民のスポーツ活

動を支えるスポーツ推進体制の充実」を、4つの基本施策として設定し、それぞれの課題

解決に向けた施策の方向性を整理します。 
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（５）方針の実現に向けた体制づくり 

本方針を、持続的・継続的な視点を持って着実に推進していくためには、現状確認や

意見交換を行う仕組みづくりが不可欠です。 

スポーツ行政担当部署のみで、本方針に基づくスポーツ環境の推進を行っていくのは

困難であるため、区のスポーツ環境を支える各主体によって構成する「スポーツ環境会

議」を新設するとともに、定期的な行政との意見交換や検証の機会を設けるなどの取り

組みが必要です。 

また、区は、この会議の意見等を踏まえて、関連する部署間で横断的に情報を共有し、

スポーツ環境の現状確認を行うとともに、社会的な変化に伴う区民ニーズの多様化にも

対応できる体制づくりを検討していきます。 
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 第５章  施策の展開   

（１）多様な利用者に配慮した施設の機能充実 

区民が、個々の目的やレベル等に応じて、誰もが、スポーツを楽しめるよう、多様な

利用者ニーズを踏まえた施設の機能充実に努めます。 

 

ア 総合運動場の整備検討 
 

【現状と課題】 

区内には、誰もが気軽に利用できる大規模な運動場が不足しており、総合運動場の整

備は、以前から重要な課題となっていました。 

昨今の運動・スポーツ活動の状況や平成 22 年度のスポーツ環境調査による区民のスポ

ーツ実態や利用者要望等を総合的に勘案すると、競技性の高い専門的な施設に対する需

要は少なく、むしろ、誰もが気軽に利用できる多目的な運動施設の整備が強く求められ

ています。 

これまで区は、昭和 56 年の都市計画法に基づく「東京都市計画公園事業第５・５・８

号戸山公園事業（都立戸山公園多目的運動広場拡充事業を含む）」について、東京都に対

し、総合運動場の整備促進に向け要望してきました。 

平成 9 年には東京都建設局公園緑地部から「戸山公園箱根山地区多目的運動広場（仮

称）の整備・運営基本方針（※）」が示されましたが、この「戸山公園箱根山地区多目的運

動広場（仮称）の整備・運営基本方針」を抜本的に見直す必要が出てきています。 

区は今日的な区民ニーズを踏まえ、施設整備の早期実現に向け、より一層、東京都と

連携・協議を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 参考 現在、見直しの対象となっている当時の整備概要 

  
 
 

 

 

 

 

 

※戸山公園箱根山地区多目的運動広場（仮称）の整備・運営基本方針（抜粋） 

（平成９年１０月 東京都建設局公園緑地部 作成）
 

① 200ｍ陸上競技トラック、小野球場及び小サッカー場の併設とする。 

② グラウンドはダスト舗装とし、陸上競技のトラックやフィールドラインはゴムチューブやピンによ

りポイント表示し、利用者がラインを引くこととする。 
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【施策の方向性】 
○現在の戸山公園箱根山地区多目的運動広場の機能を保ちつつ、より快適に・多種目・

多目的に使用できる総合的な多目的運動場としての整備検討 

○東京都への積極的な働き掛け 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○地域住民・利用者として、

意見やアイデアを出すな

ど、施設の整備検討に主体

的に関わる 

○施設の積極的な活用 

 

 

― 

 

○スポーツ活動の実態、利用

者ニーズに基づく施設整備

の検討 

○都への働き掛け 

○適切かつ公平な貸出システ

ムの構築 
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過去 1年間に行ったスポーツ・運動種目 

新宿区スポーツ環境調査（H22）

主として利用するスポーツ施設・場所 

新宿区スポーツ環境調査（H22）

16.0%

15.4%

5.7%

5.2%

5.0%

4.6%

4.6%

4.3%

3.5%

3.2%

2.4%

2.2%

1.7%

1.4%

1.4%

1.2%

1.1%

1.1%

1.0%

1.0%

1.0%

13.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

散歩（ぶらぶら歩き）

ウォーキング

筋力トレーニング

ジョギング・ランニング

水泳

ゴルフ（コース）

サイクリング

体操（軽い体操、ラジオ体操など）

ヨーガ

ゴルフ（練習場）

テニス（硬式テニス）

ボウリング

登山

アクアエクササイズ(水中歩行・運動など）

スキー

エアロビックダンス

海水浴

ハイキング

卓球

バレーボール

野球

その他

27.5%
7.4%

6.6%
6.4%
5.8%
5.3%

4.4%
4.0%

2.9%
2.8%
2.7%
2.6%
2.3%
2.1%
2.0%
1.9%
1.6%
1.5%

0.9%
0.7%
0.3%
0.1%

8.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

道路

公園

体育館

トレーニングルーム

自宅（庭・室内等）

屋内プール

ゴルフ場（コース）

高原・山

ゴルフ場（練習場）

海・海岸

野球・ソフトボール場

ダンススタジオ

ボウリング場

テニスコート

陸上競技場

スキー場

グラウンド

武道場

河川敷

屋外プール

サイクリングコース

ゲートボール場

その他

 
 

イ 気軽にスポーツを楽しめる都市環境の整備 
 

【現状と課題】 

健康志向の高まりなどにより、日ごろか

ら体を動かすことに意識を持ち、散歩・ウ

ォーキングやジョギング・ランニングなど

を行う区民が増えています。平成 22 年度

の新宿区スポーツ環境調査でも、区民のス

ポーツ・運動種目として、散歩やウォーキ

ングなど、気軽に行えるものが上位となっ

ています。 

しかし、区内の道路や公園などの環境を

見ると、必ずしもスポーツ利用に適した状

況にあるとはいえません。例えば、区内の

公園の3分の2が1,000㎡未満の公園であ

り、狭い敷地で多様なニーズへ対応するこ

とが難しいことから、地域で果たす役割を

考慮した小規模公園の魅力向上などに取

り組んでいるところです。 

また、スポーツ施設等については、土地

利用の高度化や地価の高騰などの状況か

ら、新たにスポーツ施設等を設置すること

が難しい状況にあります。 

 

一方、区内には、小規模ながら健康遊具

や軽度な運動ができるよう工夫を施した

公園施設や、地域センターの集会室等、多

様な施設が数多く整備されています。これ

らの施設情報を効果的に提供し、より気軽

に活用できるよう工夫するとともに、活用

したくなる魅力ある施設にしていくこと

によって、限られたスペースで、軽度な身

体活動をより気軽に楽しめる環境を整備

していくことが必要です。また、スポーツ

施設の適地を確保することは、防災拠点としての機能拡充という意味においても重要な

役割を担っています。今後は、このような幅広い見地から、都市環境を捉え、スポーツ

を楽しめる公共空間を整備していくことが必要です。 

 



 

 

第５章  施策の展開

27

 

 

【施策の方向性】 

○幹線道路及び区内主要道路等の整備時に歩行者通行部の設置や拡幅、みどり環境の

充実に配慮するなど、散歩・ウォーキングやジョギング・ランニングなどで気軽に

区民が楽しめる道路環境の整備 

○身近な公園の整備に際し、地域住民をはじめとする利用者の意見やアイデアを計

画・設計段階から活用 

○地域と利用者との連携による、地域ごと・公園ごとの自主的なルールの検討・試行

及びより魅力ある公園づくりの推進 

○区民のスポーツ・レクリエーション活動及び相互交流の場として、身近な地域施設

（公園・集会室等）の提供・利用方法の工夫 

○スポーツ施設用地の緊急時の防災拠点利用などの検討 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○公園や道路などの公共空間

において、ルール・マナー

を守って、身体活動を楽し

む 

○区内・外に保有する運動の

可能な施設・空間の提供促

進 

○道路環境や公園などの整

備・充実 

○運動の可能な施設の活用促

進 
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ウ 誰もが使いやすい施設の整備・充実 
 

【現状と課題】 

平成 22 年度に実施した新宿スポーツセンター利用者ニーズ調査を見ると、施設を利用

するにあたって重要であるにも関わらず、満足度が低い項目として、更衣室の清潔さや

スペースなどが挙がっています。施設を利用しやすくするためには、付帯設備等の整備・

充実も重要です。区民が安全に快適に利用できるよう、修繕や改修に努めるとともに、

施設の機能充実を図ることが必要です。 

また、区では、障害者をはじめとして、高齢者・妊娠中の女性・子ども・外国人等に

配慮した視点によるまちづくりを総合的に推進しています。スポーツ施設の整備に関し

ても、ユニバーサルデザインの視点に立った施設の整備を進めていくことが求められま

す。 

 

【施策の方向性】 
○区内の運動・スポーツ関連施設における、ユニバーサルデザインの考え方に基づい

た誰もが使いやすい施設の整備・充実 

○区民の多様化するニーズに対応し、誰もが気持良く安心して使えるよう、温水シャ

ワーの標準完備や一時救護スペースの確保、更衣室等を清潔に保つ工夫等、区内の

運動・スポーツ関連施設の付帯設備等の充実 

○区内の公園が、誰もが使いやすく、安全で安心して過ごせる場となるよう、公園施

設のユニバーサルデザイン化や清潔で使いやすいトイレづくりなどの推進 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○施設を清潔に使用する等、

誰もが気持ち良く使えるよ

う心掛ける 

○先駆的な取り組みの実践 ○利用者ニーズの把握 

○施設設備の整備・充実 

 

  コラム  ユニバーサルデザイン 
 

あらかじめ、障害の有無、年齢・性別・人種等にかかわらず多様な人々が快適に利用しやす

いよう、製品や建造物、都市や生活環境をデザインすることです。 
  

[例 高さの異なる洗面台] 

 トイレ等にある高さの異なる手洗いシンクは、背が低い子どもや車いす利用者等が使いやす

いようになっています。 
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区内スポーツ施設の年間利用実績 
 

施設名称 H17 年度 H23 年度

新宿スポーツセンター 369,746 人 334,548 人

新宿コズミックスポー

ツセンター 
302,426 人 460,424 人

大久保スポーツプラザ 50,327 人 74,000 人

 

 
 

エ 区民のライフスタイルに合わせたスポーツ施設の運営  
 

【現状と課題】 

区民のライフスタイルが多様化する

中で、区民のスポーツ活動に対するニー

ズも多様化しています。 

本区は在住者に比べ、来街者の方が非

常に多いという特徴があります。平成

17 年度国勢調査によると、夜間人口が

約 31 万人であるのに対して、昼間人口

が約 77 万人で倍以上となっています。

そのため、在住者はもちろん、区内で働

く人や学ぶ人も含めた多くの人たちが利用しやすい運営の工夫が求められています。 

また、区内の運動・スポーツ関連施設では、平日夜間や休日の時間帯に利用が集中し、

平日昼間などは閑散としている場所もある一方で、休日等では利用したくてもできない

状況にあるなど、閑散期（時間帯）と繁忙期（時間帯）の平準化を検討する必要がでて

います。 

特に、働き盛りの年代と子育て中の女性は現状のスポーツ実施率も低く、この層のス

ポーツ実施率向上のためにも、仕事や子育てとスポーツ活動の両立が可能な施設のあり

方などを検討していくことが重要です。 

さらに、区は、平成 18 年度から生涯学習・スポーツ施設について、指定管理者制度を

導入し、民間ノウハウを活用した、より効率的かつきめ細やかな施設の管理運営に努め

ています。しかし、制度が未成熟なため、より効果的な制度運用に向けて、今後さらな

る検討が必要です。 

 

【施策の方向性】 
○スポーツ関連施設における、利用料金の工夫、運営時間の延長や開館日時の拡大な

ど、区民のライフスタイルに合わせた施設運営の検討 

○指定管理者制度のあり方、内容等の検証も含めた、区立スポーツセンター及び公園

内運動施設等の適切な管理運営に関する検討 

○指定管理者の適切な選定・適正な評価などに関する手法の検討 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○施設の積極的な活用 ○指定管理者制度等に対する

効果的な事業提案 

○利用者ニーズの把握 

○施設の管理運営や評価方法

の検討 
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学校開放利用状況（体育館等開放のみ） 

 
 
 
 
 
※養護学校及び旧学校施設を含む。 

 武道場及び校庭は体育館として集計 

 

  
元気館 運動プログラム利用者数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分

年度 学校数
体育館
利用件数

特別教室
利用件数

計 学校数 開放日数 利用者数

校 件 件 件 校 日 人
20 41 12,173 1,944 14,117 4 785 10,281
21 41 17,063 1,583 18,646 4 789 10,246
22 42 10,928 3,682 14,610 4 646 7,711
23 42 15,491 1,937 17,428 3 456 6,146

団体利用 中学校体育館夜間個人開放

 
 

オ 地域資源を活かした各種施設の活用・連携 
 

【現状と課題】 

区では、必ずしも大規模な公共スポ

ーツ施設が充足している状況にはなく、

平成22年度の新宿区スポーツ環境調査

においても、区民の近隣スポーツ施設

の充足状況に関する認識は、地域によ

って差があることが分かりました。 

一方、区内には各地域に地域センタ

ーや学校施設、運動広場をはじめとす

る、スポーツ活動での利用が可能な施

設が数多く整備されています。 

区立の全小・中学校や都立高等学校

の校庭や体育館等は、学校教育に支障

のない範囲で、地域住民のスポーツ利

用等に開放されており、平成 23 年度の

利用者数は、体育館利用件数が年間

15,491 件、校庭利用人数が年間 20,882

人となっています（都立高等学校を除

く）。 

また、区民の健康増進を目的とした

元気館では、運動プログラムの提供、

体育館等の施設貸出など地域における

健康づくり活動支援、高齢者筋力向上

事業などを実施しています。 

 

都心区として、スポーツ施設を整備する適地などに乏しく、新設が困難な状況にある

中で、上述のような地域に整備されているスポーツ活動での利用が可能な既存施設が相

互に連携して、施設の機能を共有・補完していくことで、区民がスポーツ環境に関して

地域差を感じることがないよう努めていくことが必要です。 

 
  

45,891 46,874
52,595

55,504 57,028

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成

１９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

（人）
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【施策の方向性】 
○地域単位で各種施設の利用調整が可能な仕組みの構築及び施設間での情報共有と施

設利用や予約方法の共通化などの検討 

○区内の幼稚園、小・中学校及び都立高等学校等との連携・協働による、施設開放事

業等のさらなる推進 

○各地域における、スポーツ活動での利用が可能な施設の情報提供手法の検討 

○各施設における主催事業をはじめ、運動習慣の普及や健康・生きがいづくりを目的

とした事業との連携による、区民が気軽に体を動かす機会や場の充実 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○地域の身近な施設の積極的

な活用 

○区内・外に保有する運動可

能な施設・空間の提供促進

○地域における各種施設との

連携 

○地域単位での施設連携及び

利用調整のための仕組みづ

くり 

○学校施設開放の推進 

○地域の身近な施設の情報発

信・提供 

 

 

   
 

  
戸塚地域センター      新宿ここ・から広場 多目的運動広場          元気館  
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新宿区の体力・運動能力調査結果 

【小学校５学年】 

 男子 女子 

新宿 東京 全国 新宿 東京 全国 

握力(kg) 17.1 17.0 16.91 16.5 16.4 16.37

50m 走(秒) 9.1 9.3 9.38 9.4 9.5 9.65
ﾊﾝﾄﾞ(ｿﾌﾄ) 
ﾎﾞｰﾙ投げ(m) 24.4 23.4 25.26 13.2 13.1 14.58

 

【中学校２学年】 

 男子 女子 

新宿 東京 全国 新宿 東京 全国 

握力(kg) 28.5 28.8 29.7 22.8 23.5 23.88

50m 走(秒) 8.2 8.1 8.04 9.0 8.9 8.90
ﾊﾝﾄﾞ(ｿﾌﾄ) 
ﾎﾞｰﾙ投げ(m) 19.9 20.5 21.23 12.0 12.4 13.29

新宿区・東京都の数値：平成 23 年度東京都児童・生徒体力・運

動能力、生活・運動習慣等調査報告書 

全国：平成 22 年度全国体力・運動能力、生活・運動習慣等調査

報告書 

 

東京都の児童・生徒の１日平均歩数 

 歩数 全体歩数平均 

小学生 11,382 歩 

10,445 歩 中学生 9,060 歩 

高校生 8,226 歩 

東京都「日常生活活動に関する調査（広域歩数調査）」（平成

23 年度） 

参考：平成 21 年国民健康・栄養調査によると、運動習慣を持つ

成人男性の 1日平均歩数は 8,155 歩、女性は 7,365 歩で、高校生

の歩数と運動習慣を持つ成人男性の歩数はほぼ変わらない結果

となった。 

 

（２）ライフステージ等に応じたスポーツを楽しむ機会の創出 

対象やライフステージ等に応じて、生涯を通じてスポーツに親しめるよう、それぞれ

のニーズや課題に応じた施策の展開を図り、区民に様々なスポーツ機会が提供されるよ

う努めます。 

 

ア 子どもがスポーツを楽しめる場や機会の創出 
 

【現状と課題】 

文部科学省が行っている「体力・運

動能力調査(平成 23 年度)」によると、

子どもの「走る、跳ぶ、投げる」の基

礎的運動能力は、過去 14 年間で向上傾

向にあることが報告されています。し

かし、体力水準の最も高かった昭和 60

年頃と比較すると、依然として低い状

況にあるとともに、近年、積極的に運

動をする子どもとそうでない子どもの

二極化が顕著となってきています。 

区と東京都、全国の調査結果を比較

すると、都との比較ではほぼ同様の水

準であり、ハンド（ソフト）ボール投

げで全国水準より低い傾向が見られま

す。 

また、平成 23 年度、東京都が行った

「日常生活活動に関する調査（広域歩

数調査）」によると、東京都の児童・生

徒の１日の平均歩数は、小学生約

11,000 歩、中学生約 9,000 歩、高校生

約 8,000 歩であり、全体では約 10,000

歩と、これまでの１日の平均歩数推定

値約13,000歩を大きく下回る結果とな

りました。この調査においても、運動

する子どもとしない子どもの二極化傾

向が見られています。 

子どもの体力向上や運動習慣が身についていない子どもに対する支援のために、幼児

期を含めた子どもの体力向上方策が重要となります。 
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小・中学校 9 年間の学校教育における、体育の授業や部活動などのスポーツ活動は、

生涯にわたる基礎となるものです。実際、子どもの頃にスポーツに親しむ機会のあった

人は、大人になってもスポーツを続けたいと思っている人が多いことも明らかとなって

います。 

その一方で、中学校などでは、学校部活動の指導者不足等が問題となっています。 

家庭・地域・学校が連携して、地域のスポーツ指導者の活用等による体育・保健体育

の充実、部活動の活性化等を図ることにより、子どもがスポーツの楽しさや喜びを味わ

い、スポーツを好きになるようにするとともに、体力・運動能力の向上を図ることが必

要となっています。 

また、都心区である新宿区は、子どもたちが伸び伸び遊べる場が十分にあるとは言え

ない状況にあります。家庭や地域において、親と子が一緒に体を動かし、触れ合う機会

が減少していることも重要な課題の一つでもあります。限られた場所を有効に活用し、

子どもの成長にとって重要な遊び場（特に外遊びの場）の確保や親子が触れ合う機会の

創出、支援のための人材育成等が求められています。 

 

【施策の方向性】 
○家庭・地域・学校の連携による、活動場所の確保及び体力の維持・向上 

○未就学児から中学校までの子どもの体力の現状の把握・分析による、より効果的な

体力づくりの推進 

○体育の授業や小学校のクラブ活動、中学校の部活動のサポート体制の強化 

○体育の苦手な子どものための指導者の確保及び、区体育協会会員や未来創造財団の

指導者バンク登録者などの活用促進 

○トップアスリートやプロスポーツ選手との交流による、スポーツの魅力を体感する

機会の充実 

○親と子が一緒に体を動かす機会の充実 

○区内の公園でプレイパーク活動を行うボランティア・NPO 団体との協働による、子ど

もが安心して遊べる環境づくりの促進と、プレイリーダーの養成等による支援の充

実 

○区立小学校施設等を活用し、放課後等に子ども同士が交流できる遊びと学びの場の

提供 
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【各主体の取組（役割）】 

区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○家庭における、子どもの生

活習慣改善や基礎体力づく

り 

○指導者の担い手などとし

て、子ども達のスポーツ活

動を支援 

 

○事業者が保有する資源の区

民への還元 

（人材・施設・プログラム）

 

○子どもの外遊び環境の充実

○子どもの体力の現状把握、

学校と連携した体力づくり

の推進 

○子どものスポーツを支える

人材の育成 

 

  コラム 「GTF キッズスポーツサミット」（オリンピック選手との交流事業） 

 
2012 年 7 月 16 日、新宿コズミックセンターで、区内の小学 4 年生～6 年生を対象に、オリ

ンピックに出場したトップアスリート（オリンピアン）との交流が楽しめる「GTF キッズスポ

ーツサミット」が開催されました。 

GTF（グレータートウキョウフェスティバル実行委員会）が主催で行われたもので、当日は、

柔道の鈴木桂治選手、テニスの杉山愛選手、水泳の荻原智子選手などのオリンピアンが参加し、

参加した子どもたちは、オリンピアンに教えてもらいながら、日本がオリンピックに出場した

7 種目（体操、水泳、テニス、柔道、サッカー、卓球、レスリング）のいずれかにチャンレン

ジしました。 
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成人のスポーツ・軽度な身体活動の実施状況 

新宿区第 1回区政モニターアンケート（H21）
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ほとんど行なっていない 無回答

 
 

イ 成人がスポーツを楽しめる場や機会の創出 
 

【現状と課題】 

国のスポーツ基本計画（H24）で

は、「できる限り早期に、成人の週

1 回以上のスポーツ実施率が 3 人

に 2人（65％程度）、週 3回以上の

スポーツ実施率が3人に1人（30％

程度）」となることを目標としてい

ます。 

平成21年度区政モニターアンケ

ート結果を見ると、成人区民の週

１回以上のスポーツ実施率は

38.4％であり、国（45.3％、H21）

や東京都（43.4％、H21）の実施率

と比較すると低い傾向が見られま

す。 

特に、20 代、30 代の若い層でのスポーツ実施率が低くなっており、今後は、これらの

層を中心にスポーツ実施に関する啓発が必要となると考えられます。 

 

また、平成 22 年度のスポーツ環境調査によると、区民の約 5割が「スポーツ・運動を

行いたいと思うができない」と回答しており、特にその傾向は 20 代、30 代の女性で顕著

でした。また、スポーツ・運動をしない（できない）理由としては、「十分な時間がない」

「仕事が多すぎる」等の回答が多く、さらに、20 代～40 代では「動機づけに欠ける」と

の回答も多く見られました。 

成人のスポーツ活動の推進のためには、まずは、このような「スポーツ・運動を行い

たいと思うができない」区民に向けて、仕事や子育て・家事とを両立しながら、気軽に

スポーツを始められるような動機づけを行っていくことが重要であると考えられます。 

 

女性の社会進出が進む中、区では、自己の健康管理が疎かになる状況や「やせ願望」

が引き起こす様々な健康障害など、女性特有の健康課題に対応した取り組みを進めてい

ます。特に、20 代、30 代の女性では、他と比較して、顕著にスポーツの実施状況が低く

なっており、女性の健康を支えるためにも、女性がスポーツを行いやすい環境の整備を

図っていくことが肝要です。 
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【施策の方向性】 
○働く世代のスポーツ推進に向けて、事業所などと連携した職場を通じた健康づくり

や運動機運の醸成 

○新宿シティハーフマラソンなど、区民ニーズの高いスポーツイベントや大会の開催

及び 20 代・30 代の世代が参加したくなるような魅力あるプログラムの検討・実施 

○区内のスポーツ関連施設等における、授乳可能なスペース等の情報提供及び託児サ

ービス付き運動プログラムの検討 

○施設の改修等における、乳幼児と親が一緒に利用できる環境整備の促進 

○女性特有の健康課題や女性が関心を持ちやすいスポーツに関する情報の提供・啓発

等、女性のスポーツ推進に向けた支援の充実 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○区内の施設やスポーツ教室

などを活用し、積極的なス

ポーツ活動の実践 

○区民のスポーツ活動促進に

向けたプログラム、イベン

ト等への参加 

○指導者の担い手などとし

て、区民のスポーツ活動の

支援 

○事業者が保有する資源の区

民への還元 

（人材・施設・プログラム）

 

○運動・スポーツの効用の普

及・啓発 

○区民が参加しやすい、参加

したくなるプログラムの検

討などによる、運動機会の

提供充実 

 

  
コラム  女性の健康に関する拠点施設の整備 

 

 区では、総合的な女性の健康づくりの拠点となる（仮称）女性

の健康支援センターを、平成 26 年 2 月に開設予定の（仮称）四谷

保健福祉センター内（三栄町 25）に整備します。 

 センターには、プライバシーを配慮した個別相談室や自主グル

ープ等が交流できる学習室、乳がん触知モデルやパネル等を備え

た体験コーナーや情報コーナーを設置するとともに、リラクゼー

ションなどの体験型プログラムを定期的に開催できるよう整備し

ていく予定です。 
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コラム  未来創造財団 レガスポ！（レガス公認スポーツレッスン） 

 

 未来創造財団では、新宿コズミック

スポーツセンターで、月曜日～土曜

日、全 38 講座の多彩なプログラムを

区民に提供しています。 

 また、運動したいときに、気軽に運

動できるように、以下のような工夫を

行っています。 

 

 工夫１：申込不要 

    ・・・いつからでも受講でき、申込みは不要です。 

 工夫２：1回 400円 

    ・・・自分の都合に合わせて無理なく楽しめます。（お得な共通回数券もあり） 

 工夫３：託児サービスつき講座を展開 

    ・・・子育て中のママの参加を応援します。 

 工夫４：障害を持つ方の介助者は参加費無料 

 

【参考：未来創造財団ホームページ ＵＲＬ：http://www.regasu-shinjuku.or.jp/】
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ウ 高齢者がスポーツを楽しめる場や機会の創出 
  

【現状と課題】 

超高齢社会の到来により、医療費及び介護費用の増大や高齢者の社会的孤立などが大

きな社会問題となりつつあります。スポーツによる高齢者の体力づくりや生きがいづく

りは、健康寿命の延伸や寝たきり予防、クオリティ・オブ・ライフ（生活の質）の向上

等の観点から非常に重要な課題となっています。 

高齢者のスポーツ活動の実施状況を見ても、健康づくりや体力の維持のためにスポー

ツに励む、またスポーツを通じた仲間との交流を楽しむ高齢者の増加が見られます。区

政モニターアンケート結果（H21）を見ると、高齢者の週１回以上のスポーツ実施率は 60

代 46.5％、70 代 45.3％であり、他の年代と比較して顕著に高くなっています。 

区では、高齢者特有の心や体の特徴を踏まえ、高齢者が健康づくりに関心を持って取

り組めるよう、元気館や未来創造財団等における健康づくりに関する各種講座や教室の

開催等、様々な機会を提供しています。今後も、健康・体力づくりを中心としたスポー

ツプログラムの提供を図っていくことが求められています。 

また、スポーツを通じて、日頃の練習の成果の発表の機会が得られることは、大きな

喜びや生きがいをもたらします。地域のスポーツ大会の充実等、地域において、高齢者

がスポーツを通じて交流することのできる場や機会を充実させていくことが重要と考え

られます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                       シニアスポーツチャレンジ教室の様子 
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介護予防のために通ってみたい教室（複数回答） 

回答者数 2,423 人

高齢者の保健と福祉に関する調査（H22）

39.3%

38.6%

35.7%

22.2%

15.5%

14.8%

32.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

筋力向上教室

認知症予防教室

転倒予防教室

栄養改善教室

口腔機能向上教室

尿もれ改善教室

特にない

その他

 

 

さらに、高齢者のスポーツにおい

ては、「介護予防」※3の推進という

点からも重要です。高齢者の保健と

福祉に関する調査（H22）結果による

と、介護予防のために通ってみたい

教室として「筋力向上教室（39.3％）」

が最も多く挙げられました。 

介護予防は、状態が悪くなる前の

元気なうちから主体的に取り組むこ

とが重要です。介護予防に関する普

及啓発や自主グループ等の主体的活

動を促進・支援していくことが必要

です。 

 

【施策の方向性】 
○高齢期特有の心や体の特徴を踏まえ、高齢者の健康・生きがいづくりや介護予防を

目的としたスポーツの機会の推進及び高齢者福祉や健康づくり関連分野との積極的

な連携 

○高齢者の地域交流の場の充実や交流事業の促進 

○高齢者福祉や健康づくり関連分野と連携した高齢者の生活支援、介護予防、生きが

いづくり及び健康づくり等に関する活動を行う団体に対する支援施策の検討 

 
【各主体の取組（役割）】 

区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○自分の健康や体力状態を正

しく理解し、それぞれの目

的に応じたスポーツの実践 

○指導者の担い手として、高

齢者のスポーツ活動を支援 

○事業者が保有する資源の区

民還元 

（人材・施設・プログラム）

○高齢者がスポーツ活動を楽

しめる機会の提供 

○高齢者スポーツを支える人

材の育成 

○高齢者スポーツに関わる団

体の活動支援 

 
 
 
  

                                                  
3 介護予防：介護が必要となる状態を出来る限り防ぐこと。自治体の取組は、65 歳以上の高齢者を対象として、「介

護予防」の普及啓発を行う「介護予防一般高齢者施策」と、体の機能が少し弱くなっていて、近い将来介護サー

ビスを利用する可能性がある高齢者の方々に対して、機能回復の事業を提供して、要支援・要介護状態にならな

いようにすることを目的とした「介護予防特定高齢者施策」の大きく２つに分類される。 
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障害者手帳所持者数の推移 

※ 「身体障害者手帳」は左側縦軸数値、「愛の手帳（知

的障害者）」及び「精神障害者保健福祉手帳」は右側

縦軸数値 

※ ｢身体障害者手帳｣及び｢愛の手帳（知的障害者）｣は

各年４月１日現在、｢精神障害者保健福祉手帳｣は各年

３月末日現在 

 

9,138 9,351 9,540 9,727 9,942 10,045 10,251

999 1,017

1,055 1,094 1,160
1,262

1,348

814
961

1,127 1,181

1,481

1,693
1,884

0
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1000
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2500

3000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成

17年
平成

18年
平成

19年
平成

20年
平成

21年
平成

22年
平成

23年

身体障害者 知的障害者 精神障害者

 
 

エ 障害者がスポーツを楽しめる場や機会の創出 
 

【現状と課題】 

区内の障害者数の推移は、右のグラフ

のようになっており、身体障害者、知的

障害者、精神障害者全てにおいて増加傾

向が見られます。 

 

平成 23 年に施行された「スポーツ基本

法」では、新たに「障害者スポーツ」の

振興が、国のスポーツ振興の重要な政策

の一つとして位置付けられました。 

障害のある人にとってのスポーツ活動

は、リハビリテーション効果（障害の進

行の予防や軽減の効果）、現存している機

能の維持・向上、外出やコミュニケーシ

ョン機会の増大に結びつくなど、多くの

効用があります。 

また、障害者スポーツは、「アダプテッ

ド・スポーツ」※4ともいわれ、障害のあ

る人はもとより、年齢や性別に関わらず、

誰もが参加できるよう、実施する人に合

わせて用具やルールの工夫がされるとい

う特性があります。そのため、障害者ス

ポーツの推進はスポーツ全体への貢献に

つながることも期待されます。 

 

また、都が実施した「障害のある人の実態調査（H23）」において、障害者がスポーツ

を行う上で必要なこととして挙げられた上位 10 項目を見ると、施設の整備やバリアフリ

ー化、施設までの移動方法の確保などの環境整備や障害者スポーツ指導者の確保や介助

等のボランティアの確保など障害者スポーツを支える人材面での充実、また、障害者ス

ポーツへの理解を求める意見などが多く挙がっています。 

  

                                                  
4 アダプテッド・スポーツ：障害のある人はもとより、年齢や性別に関わらず、誰もが参加できるよう、新たに
開発・修正されたスポーツや運動、レクリエーションのことをいいます。個々人の心身の状況に用具やルールを

適合させ、だれもが参加しやすいような工夫がされています。 
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障害のある人がスポーツや運動を行う上で必要と感じていること 

 

東京都 障害のある人の実態調査（H23年度）  

 

【施策の方向性】 
○スポーツ関係団体等や障害者団体等と連携・協力し、障害者がスポーツ活動を楽し

める機会の提供及び各種講座やスポーツ教室、講演会等の周知促進 

○障害者と健常者とのスポーツを通じた交流機会の創出 

○障害者団体等と連携した障害者スポーツに関わる人材の育成・確保 

○障害者福祉分野の実施する支援サービスなどの活用による障害者の積極的なスポー

ツ活動への参加促進 

○異性介助者のための更衣室など、介助者に対する配慮・環境整備 

○重症心身障害者（児）※5を含め、重度の障害者に対するプログラムの検討及び環境 

整備 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○障害に対する理解の促進 

○障害のある人も無い人も一

緒に参加できるスポーツ活

動の実践 

○障害者が利用・参加しやす

い配慮と環境の整備 

○障害者がスポーツ活動を楽

しめる機会の提供 

○障害者スポーツを支える人

材の育成 
  

                                                  
5 重症心身障害者（児）：重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複している者、または児童。 

72.6%

70.1%

69.5%

67.6%

67.5%

66.7%

65.4%

65.1%

65.0%

64.8%

50.0% 55.0% 60.0% 65.0% 70.0% 75.0% 80.0%

障害者が利用できるスポーツ施設

スポーツ施設のバリアフリー化

障害者スポーツの指導者の確保

スポーツ指導者の障害者スポーツへの理解

介助等のボランティアの確保

障害者スポーツ指導者の派遣・支援

福祉施設職員の障害者スポーツへの理解

スポーツ施設までの移動方法の確保

公共スポーツ施設職員・関係者の理解

医療サポート体制の確保
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（３）主体的なスポーツ活動を支援する情報環境の整備 

区民や区内の団体等の主体的なスポーツ活動を支援していくため、区内のスポーツに

関する様々な情報を効果的に発信し、情報の共有化や区民への周知を図ります。また、

団体間の情報共有や交流等を促進し、地域におけるスポーツ活動の活性化を推進させて

いきます。 

 

ア スポーツ関連事業及び施設に関する情報提供の充実 
 

【現状と課題】 

現在、区では、区報などの広報紙やホームページ等を活用し、スポーツ関連講座や教

室などの様々なイベントの開催情報や施設予約・利用案内などの運動・スポーツ関連施

設に関する情報について、それぞれの施設や担当部署が主体的に情報提供を行っていま

す。 

今後は、利用者の目線に立って、区内の全ての運動・スポーツ関連施設の利用案内や

予約状況（混雑状況）、スポーツ関連事業に関して、総合的に案内ができる情報提供のあ

り方を検討していくことが必要です。 

特に、外国人や働き盛り世代、区政に関心を持たない方等には、情報が届きにくいと

いう状況が見受けられ、そのような層の人たちに対する情報提供手法の工夫を検討して

いくことが求められています。 

さらに、区内では、大学や企業、NPO 団体等と連携して行っている運動・スポーツ関連

事業も多くありますが、それらの効果的な情報共有ができているとはいえない状況にあ

ります。今後は、それぞれのノウハウや媒体を活用して、積極的に周知・共有していく

ことが重要です。 

 

【施策の方向性】 

○区のホームページのリニューアルに伴う、運動・スポーツ関連事業や施設案内情報

の充実 

○区政情報分野や情報政策分野と連携した、区主催の運動・スポーツ関連講座や教室

等のイベントの開催情報や施設の利用案内等に関する総合案内の方法の検討 

○大学や企業、NPO 団体等との連携による、多様なメディアを活用した区の運動・スポ

ーツ関連情報の収集・発信手法の検討 

○事業の開催案内など、事前情報を効果的に区民に伝える情報提供手法の検討 

○区政情報分野や情報政策分野と連携した、イベントの開催結果や運動・スポーツ関

連事業の事後情報の発信などによる「スポーツのまち、新宿」のイメージづくりの

推進 
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【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○区などが発信する情報の収

集と、それぞれのニーズに

合わせた活用 

○運動・スポーツ関連事業及

び施設等の情報の地域や団

体間での共有 

○区や団体などと連携した運

動・スポーツ関連事業及び

施設に関する情報の発信・

共有 

○運動・スポーツ関連事業や

施設に関する情報提供の充

実 

○効果的な情報提供手法の検

討 

 

    

 

 
 
  



 

 
44 

 
 

イ 施設予約システムの充実 
 

【現状と課題】 

現在、区内の文化・スポーツ関連施設の利用予約は、未来創造財団施設予約システム

によって一元的に管理しています。しかし、その他の施設（地域センター・保養所・健

康増進施設等）については、それぞれの施設が個別に行っているため、登録要件や予約・

利用方法が異なる等、必ずしも区民にとって利用しやすい仕組みとはなっていません。

特に、新宿区には多種多様な施設があるため、そのそれぞれが異なる仕組みとなってい

ることは、施設利用の際の分かりにくさ、不便さにつながる懸念があります。 

区民が目的に応じて気軽に施設を利用できるよう、管理主体が異なる施設を含めた予

約システムの一元化を行っていくことが必要です。また、各地域で、身近な場所にあり、

利用可能な施設が一目で分かるなど、区民が利用しやすく、かつ、施設の効率的な利用

の促進につながるような情報提供システムの検討が不可欠です。 

 

【施策の方向性】 

○登録要件等の統一の検討 

○全庁的な区有施設の情報及び利用調整システムの一元化の検討 

○施設の利用案内なども含めた、誰もが使いやすく、効率的な施設予約システムの検討  

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○施設予約の利便に関する要

望・提案 

○施設予約システムの積極的

な活用による、区有施設の

利用 

― 

○施設予約システムの一元

化、利便性の向上等の検討
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ウ 地域団体の活動情報の発信・共有 
 

【現状と課題】 

区内では、各地域で多様なスポーツ関連団体が活発に活動を展開しています。区では、

市民活動団体と連携して、このような団体の活動情報について、「しんじゅくノート」「キ

ラミラネット」といった地域ポータルサイトを活用した情報発信・共有を行っています。

区民が、個々の目的やレベルにあった団体・クラブを見つけて、気軽に参加できるよう、

このような媒体を通じて、団体の活動情報を発信・共有していくことが重要です。 

また、イベントや大会等の共同開催やスポーツ指導者の確保、練習場所などの調整を

行っていくために、団体・クラブ間で情報交換や情報共有を円滑に進めることが求めら

れています。 

 

【施策の方向性】 
○地域ポータルページ等の有効活用による、地域のスポーツ関連団体の活動情報の積

極的な発信・共有 

○地域で活動しているスポーツ指導者やスポーツ関連団体などが集まり、情報交換・

共有することのできる地域会議（情報交換会）の試行の検討 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○地域団体の活動情報の発

信、地域・団体間での情報

共有 

○地域団体との連携による活

動情報の発信・共有 

○地域団体の活動情報の発

信・共有の支援 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

コラム  地域ポータルサイト「しんじゅくノート」「キラミラネット」 
 

 「しんじゅくノート」は、新宿区と民間企業が官民協働事業として開設した区のポータル

サイトです。行政情報も民間の情報も関係なく、新宿での生活に必要な情報がなんでも載っ

ている、そんなサイトを目指して、グルメ、スポーツ、ショッピング等、様々な情報が掲載

されています。 
 

 「キラミラネット」は、新宿区が区民活動の支援及び活性化のために開いたサイトで、運

営は新宿 NPO ネットワーク協議会が行っています。 

 区が実施する事業の内容や新宿区を中心に活動している区民活動団体の活動内容やイベ

ントを紹介するサイトです。また、このサイトから活動団体情報の検索や、イベントなどへ

の参加申込みができます。 
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（４）区民のスポーツ活動を支えるスポーツ推進体制の充実 

各地域で展開されるスポーツ活動を支え、スポーツを通じた地域コミュニティが醸成

されることを目指し、スポーツ活動を支える人材としての指導者やコーディネーターの

育成・活用やスポーツ団体等の活動支援を推進します。また、地域住民による自治的な

地域運営の仕組みの検討など、「スポーツコミュニティ」の推進に取り組んでいきます。 

 

ア スポーツ活動を支える人材の育成・活用 
 

【現状と課題】 

スポーツ指導者やコーディネーターは、スポーツ活動を「支える」人として、区民が、

自らの目的や体力・技能等にあったスポーツを継続的に行い、その目的を達成するため

に適切なアドバイスを行うという重要な役割を持っています。 

区内でも、スポーツ推進委員※6などをはじめとして、多くのスポーツ指導者やコーデ

ィネーターが活躍しています。しかし、地域のスポーツ団体や学校などが、どのような

人材を必要としているかを詳細に把握することは難しく、スポーツ活動を支える人材の

育成はその方向性が明確に定まらないという問題があります。 

また、区では、未来創造財団が運営する「生涯学習指導者・支援者バンク制度」が設

けられていますが、制度の周知不足や支える側と支えられる側の要望のマッチングが難

しいなどの課題があるため、平成 23 年度より、未来創造財団ホームページ上で登録者情

報の公開や制度紹介を行うことで、登録者の活用先の拡大と制度の周知促進を図ってい

ます。今後、より一層の制度周知を図り、登録者を増やしつつ、区民が、希望する登録

者情報を容易に検索できる環境を創出するために、新たな仕組みを検討していく必要が

あります。 

さらに、スポーツ活動を支える人材としては、区内に在学する有能な学生を活用する

など、地域住民のニーズを踏まえて、スポーツ関連事業の企画・立案・運営等を行うス

ポーツコーディネーターの育成・活用がより一層重要視されています。スポーツ基本法

においては、上記のスポーツ推進委員の役割として、このようなスポーツコーディネー

ターとしての役割が追加されています。 

 

  

                                                  
6 スポーツ推進委員：スポーツ基本法で規定されている公的な社会体育指導者。区では、非常勤職員として区長が

任命し、各地域のスポーツ振興の推進役として活動しています。（任期 2年） 

平成 25 年 2月現在、四谷・箪笥・榎町・若松・大久保・戸塚・落一・落二・柏木・角筈の 10 地区で、総勢 32 名

のスポーツ推進委員が活動しています。 
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【施策の方向性】 
○「生涯学習指導者・支援者バンク制度」、地域活動・地域人材育成事業の活用手法の

検討 

  ○スポーツ活動を支える人材の総合的なコーディネートシステムの検討 

○スポーツ推進委員の資質向上に向けた「スポーツコミュニティ」の醸成のための取

り組みや障害者や子ども、高齢者などのスポーツを推進するための研修等の実施及

び活動支援 

○（仮）地域コーディネーター新設の検討など、地域における活動団体や区民をつな

ぐ調整役及び地域スポーツの振興を支える役割を担う人材の育成とその仕組みづく

りの検討 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○指導者・コーディネーター

の担い手として、区民のス

ポーツ活動への支援 

○地域人材との積極的な交

流・支援 

○スポーツ活動を支える人材

の育成・支援 

○スポーツ団体と指導者のマ

ッチング支援 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム  未来創造財団人材バンクシステム 
 

 未来創造財団では、スポーツや生涯学習の指導者や団体を探したい方、得意分野を活かして

スポーツ等を指導したい、手伝いたい、ボランティア等で協力したい方、それぞれについての

情報や要望をつなげる、人材バンクシステムを運営しています。 
   

【人材バンクシステムの仕組み】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Ａ野球団体が「野球を教えてくれる人を紹介してほしい」と申込 

②登録している野球指導者Ｂ氏に、Ａ団体から希望があることを紹介 

③登録者が回答 「ＯＫです。」    ④Ｂ氏を、Ａ団体に紹介 

⑤Ａ団体とＢ氏で教える日時、報酬などについて直接交渉 
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未来創造財団に登録している 

区内のスポーツ団体・クラブ数の推移 

2,811 2,831 2,602

3,865 3,816 3,953

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成

21年度 22年度 23年度

（団体）

屋内施設登録団体（コズミックスポーツセンター等）

屋外施設登録団体（野球場、庭球場等）

 
 

イ 公益的なスポーツ団体の活動支援 
 

【現状と課題】 

区内の各地域では、スポーツ団体が、それぞ

れの目的やレベルに応じた多種多様なスポー

ツ活動を展開しています。 

スポーツ団体は、チームスポーツを行うこと

のできる環境として、また種目に関わらず、団

体に所属することで、指導を受けられたり、仲

間づくりなどにもつながるなど、スポーツの継

続性にも効果があります。 

また、地域におけるスポーツ団体の活発な活

動は、地域住民の健康づくりや「スポーツコミ

ュニティ」の推進などにも貢献します。 

そのため、様々な形で「スポーツコミュニテ

ィ」の醸成に貢献している団体に対して、施設の優先予約や利用料減免などの措置をと

ることにより、幅広い活動の展開を支援することが求められています。 

さらに、地域の施設利用の調整や地域スポーツ振興を目的とした事業展開など、地域

における「スポーツコミュニティ」の醸成の担い手として活躍できる公益的な団体が育

っていくことが期待されます。 

 

【施策の方向性】 
○体育協会やレクリエーション協会等の社会体育団体や総合型地域スポーツ・文化ク

ラブ等、公益的なスポーツ活動を通じて地域コミュニティに貢献している団体に対

する、施設の優先予約や利用料の減免などの活動支援のあり方の検討 

○地域の実情に応じたスポーツ事業の企画・立案、運営が可能なスポーツ団体の育成

及び活動支援 

○体育協会やレクリエーション協会等の公益的なスポーツ団体の活動情報などの積極

的な発信 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○地域住民の健康づくりやス

ポーツコミュニティの醸成

に向けた公益的な団体活動

の実践 

 

○公益的なスポーツ団体の活

動支援 

○公益的なスポーツ団体の活

動支援 

○スポーツコミュニティ貢献

団体等に対する優先的な活

動支援のあり方の検討 



 

 

第５章  施策の展開

49

 

 
  

コラム  新宿チャレンジスポーツ文化クラブ（新宿チャレスポ）（会費制） 

 

新宿チャレンジスポーツ文化クラブ（通

称：新宿チャレスポ）は、「安心して子ども

を外で遊ばせられない」「気軽に運動できる

機会や場所が少ない」といった中、「誰でも」

「気軽に」運動できる場所をつくりたいとい

う思いから、平成 14 年に設立した、総合型

地域スポーツクラブです。 

地域住民に開かれた「公益」を目指し、会

員が主体となって自主運営しているクラブ

であり、興味のあるスポーツ・文化活動を自

由に選択できるとともに、各種のイベントな

ど、いろいろな形で楽しむことができます。 
 
  

【活動内容】 

 ●タグラグビー、テニス、バドミントン、チェアーエクササイズ、食クラブ、親子バレー、

サッカー、みんなでダンス、囲碁・将棋、パドルテニス、フットサル、グラウンドゴルフ 他 

●夜間個人開放受託事業（新宿中学校） 

●夏季プール開放受託事業（富久小学校・天神小学校・新宿中学校） 

 ●天神子ども広場、花園小放課後子ども広場、子ども総合センター児童コーナーへのスタ

ッフ派遣や活動協力 

●広報誌の発行 

●その他 各種研修会やイベント（ドッジボール大会等）の開催 
  

 

【参考：新宿チャレスポ ホームページ URL：http://www.challespo.net/】

「新宿チャレスポリーフレット」より抜粋
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ウ 地域単位での連携が可能な仕組みづくり 
 

【現状と課題】 

身近なスポーツ環境の中には、施設の面だけでなく、スポーツ活動を行い、支えるた

めの団体支援や施設を活用していくための仕組みも含まれます。 

新宿区は、都心区であり、多様な人々が暮らし、交流するまちであるため、その幅広

いニーズを支えるための環境整備を行政だけの取り組みによって実現するのは難しい状

況があります。 

今後、地域スポーツを推進していくためには、地域単位で連携し、区民が主体的に地

域のスポーツ活動や資源活用等の自治的な地域運営を行っていくことが期待されます。

このように地域単位で、施設利用の弾力的な運営や利用調整時における利用者相互の譲

り合いなどを行う仕組みを構築していく中で、現在、地域が抱える課題を自ら解決して

いくことができるような住民の主体的参画による体制・仕組みづくりを行っていくこと

が必要と考えられます。 

 

【施策の方向性】 

○地域のスポーツ団体と町会・自治会や高齢者クラブ、PTA などといった組織・団体と

の連携強化による「スポーツコミュニティ」の醸成支援 

○地域のスポーツ団体や住民などが中心となった自治的な地域運営の仕組みや体制の

構築に向けた検討 

 

【各主体の取組（役割）】 
区民 

（区民・地域・ｽﾎﾟｰﾂ団体等） 

事業者等 

（民間企業・大学機関等） 

区 

（区・財団・学校等） 

○町会・自治会・高齢者クラ

ブ、PTA などの組織・団体

や、運動・スポーツ関連団

体との連携強化 

○地域のスポーツに関わる自

治的な地域運営の実践 

○地域のスポーツに関わる自

治的な地域運営への支援 

○地域のスポーツに関わる自

治的な地域運営の仕組みや

体制の検討 
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コラム  地域単位での連携が可能な仕組みづくりのイメージ 

 

 
（出典：新宿区社会教育委員の会議（13 期） 提言の主旨より作図）

※体育指導委員は、平成 23 年 8月『スポーツ基本法』の施行により、『スポーツ推進委員』へと名称変更
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（５）今後検討が必要な事項 

区内のスポーツ関連施設の中には、老朽化が進むとともに、利用者ニーズの多様化に

よって、限られた財源の範囲では十分に要望に応えきれない施設があります。 

区立施設の多くは、指定管理者を活用して、既に民間のノウハウを活かした形での施

設運営が進められていますが、今後、区民のスポーツ活動実態を踏まえ、民間のマーケ

ティング力を活かし、より利用者を増やすなど、その収益によって、施設改修などを含

め多様な利用者ニーズへの対応に充填していくような工夫が期待されます。 

 

【施策の方向性】 
○安定的かつ健全な施設の管理運営とプログラムサービスを含めた利用者満足度向上

の両立 

○民間ノウハウを活用した効率的な施設改修手法の検討・実践 

○民間ノウハウを活用した魅力あるプログラムの開発・提供 
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 第６章  参考資料 

（１）区のスポーツ環境の現状  

① 区民のスポーツ実施状況 

○区民のスポーツ実施頻度について 
新宿区のスポーツ・軽度な身体活動を週１回以上行っている人は 38.4％であり、国の

週１回以上のスポーツ実施率（Ｈ21）は 45.3％、東京都（Ｈ21）は 43.4％と比較すると、

全体的な実施率は、低い傾向がみられます。 

また、性別、年代別にスポーツの実施状況を見ると、全体では 10 代～30 代で実施率が

低い傾向が見られます。特に、中強度の身体活動では女性の 20 代～40 代で実施率が低く、

50 代になると実施率が上がる傾向がみられます。 

 

 
（平成 21 年度 新宿区第１回区政モニターアンケートより）  

 

 

 

 

 
　スポーツ・軽度な身体活動の実施状況（性別・年代別）

①45.3
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10歳代・20歳代（84）

30歳代（156）

40歳代（157）

50歳代（127）

60歳代（127）

70歳代以上（150）

週１回以上 月２～３回程度 月１回程度 年数回程度 ほとんど行なっていない 無回答
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○スポーツを実施している区民の特徴 
スポーツ・運動の現在の取組状況について、満足度が高いのは 60 代以上となっていま

す。一方、全体では、「スポーツ・運動を行いたいと思うができない」との回答が目立ち、

特に 20 代、30 代の女性でその傾向が強くなっています。 
 

運動・スポーツへの取組満足状況（性別・年代別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 22 年度 新宿区スポーツ環境調査より） 

○スポーツを行う目的 
スポーツの実施理由は、「健康や体力の保持・増進」が最も多く、特に 60 代からその

傾向が強くなっています。一方で、20代～40代では「友人などとのコミュニケーション」、

10 代・20 代では「気分転換・ストレス解消」などを目的とする回答も多くなっています。 

今後どのような活動をしたいかについては、「健康づくりのための活動」が最も多く

75％であり、次いで「友人・知人との懇親・娯楽のための活動」が 44％となっています。 
 

運動・スポーツを行う理由（年代別） 
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50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上
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20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代以上

男
性

女
性

スポーツ・運動を行っており、満足している スポーツ・運動を行っているが、もっと行いたい

スポーツ・運動を行いたいと思うができない 特にスポーツや運動に関心はない
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3.3

1.7
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合計(n=1447)

10歳代(n=23)

20歳代(n=173)

30歳代(n=255)

40歳代(n=264)

50歳代(n=234)
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80歳代以上(n=59)

友人・家族とのコミュニケーションのため 健康や体力の保持・増進のため

体型の維持・改善のため 目標や記録への挑戦のため

気分転換・ストレス解消のため その他

（平成 22 年度 新宿区スポーツ環境調査より）
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○スポーツを行う曜日・時間帯 
スポーツを行いやすい時間帯は、年齢やライフスタイルによって差がみられます。10

代、20 代では「平日の夜間」が最も多く、20 代～50 代の仕事のある人は「休日」が、60

代以降では「平日の午前・午後」が最も多くなっています。 

 

② 環境・施設に関すること 

○スポーツ施設の認知状況 
スポーツ施設が近隣にあるかどうかの認知状況は、新宿スポーツセンター、大久保ス

ポーツプラザ、新宿コズミックスポーツセンターなどが集中する地域と、その他の地域

で差がみられます。 

 

○スポーツの主な活動場所 
スポーツ・軽度な身体活動の主な活動場所として、最も多いのは「屋外の区（公共）

公園施設など」28.1％であり、次いで「その他の施設」18.9％、「専門的な設備の整った

区立の屋内運動施設」17.7％となっています。 

年代別に見ると、30 代で「専門的な設備の整った区立の屋内運動施設」が 26.9％と高

くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 21 年度 第１回新宿区区政モニターアンケートより）  

 

　スポーツ・軽度な身体活動の主な活動場所（性別・年代別）
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10歳代・20歳代（63）

30歳代（108）

40歳代（127）

50歳代（94）
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①専門的な設備の整った区立の屋内運動施設 ②専門的な設備の整った区立の屋外運動施設

③区（公共）施設 ④屋外の区（公共）公園施設など

⑤区外の施設 ⑥その他の施設

⑦特に決まっていない ⑧無回答
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○施設へのニーズ 

   充実を求める活動場所として、全体では「専門的な設備の整った区立の屋内運動施設」が 
40.4％と最も多くなっています。 

  性別、年齢別にみてもその傾向は変わりませんが、特に 10 代・20 代、30 代で「専門的な設

備の整った区立の屋内運動施設」との回答が多い傾向がみられます。 

 

 
充実を求める活動場所（性別・年代別） 

 
（平成 21 年度 第１回新宿区区政モニターアンケートより）  
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③ スポーツ関連施設一覧 （平成 25年 2月現在） 

区内には、以下のとおり、生涯学習・スポーツ施設のほか、地域センター、公園、学

校施設、民間施設などがあり、多くの区民が利用しています。 

 
【生涯学習・スポーツ施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

新宿スポーツセンター 大久保 3-5-1 洋弓場、多目的コート、ジョギングコース、大体育

室、小体育室、武道場、トレーニング室、スタジオ、

温水プール など 

新宿コズミックスポー

ツセンター 

大久保 3-1-2 大体育室、小体育室、多目的室、弓道場、武道場、

温水プール、幼児体育室、多目的広場 など 

大久保スポーツプラザ 大久保 3-7-42 多目的ホール、集会室、テニスコート（ハード） など

西戸山公園野球場 

（人工芝） 

百人町 4-1 野球、サッカー など 

落合中央公園野球場 

（人工芝） 

上落合 1-2 野球、サッカー など 

西落合公園少年野球場 西落合 2-19 野球（小学生のみ） など 

妙正寺川公園運動広場 西落合 2-20 

中野区松が丘 1-33

野球（小学生のみ）、サッカー など 

甘泉公園庭球場 

（砂入り人工芝） 

西早稲田 3-5 テニス 

西落合公園庭球場 

（砂入り人工芝） 

西落合 2-19 テニス 

落合中央公園庭球場 

（砂入り人工芝） 

上落合 1-2 テニス 

北新宿公園多目的広場 北新宿 3-20 野球（小学生のみ）、サッカー（小学生のみ）、女性

ソフト など 

旧淀橋中学校運動広場 北新宿 1-21-10 野球（小学生のみ）、サッカー（小学生のみ） など

新宿ここ・から広場 

多目的運動広場（人工芝） 

新宿 7-3-29 野球（小学生のみ）、サッカー（小学生のみ） など

三栄町生涯学習館 本塩町２ ダンス、ヨガ、軽体操 など 

赤城生涯学習館 赤城元町 1-3 卓球、ダンス、体操 など 

戸山生涯学習館 戸山 2-11-101 卓球、ダンス、ヨガ、体操 など 

北新宿生涯学習館 北新宿 3-20-2 ダンス など 

住吉町生涯学習館 住吉町 13-3 ダンス、ヨガ、軽スポーツ など 

西戸山生涯学習館 百人町 4-7-1 ダンス、軽体操、ダーツ など 
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【地域センター】 

名称 所在地 主な設備・用途 

四谷地域センター 内藤町 87 卓球、ダンス、バレエ など 

牛込箪笥地域センター 箪笥町 15 卓球、ダンス など 

榎町地域センター 早稲田町 85 卓球、ダンス、ユニカール など 

若松地域センター 若松町 12-6 ダンス、軽スポーツ、ユニカール、輪投げ など

大久保地域センター 大久保 2-12-7 ダンス、ヨガ など 

戸塚地域センター 高田馬場 2-18-1 ダンス、軽スポーツ など 

落合第一地域センター 下落合 4-6-7 卓球、ダンス、ユニカール など 

落合第二地域センター 中落合 4-17-13 ダンス、軽スポーツ など 

柏木地域センター 北新宿 2-3-7 ダンス、体操 など 

角筈地域センター 西新宿 4-33-7 ダンス、体操 など 

 

【健康増進施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

元気館 戸山 3-18-1 体育館、トレーニング室、健康スタジオ など 

 
【公園施設】 

※健＝健康遊具、多＝多目的広場、キ＝キャッチボールコーナーなどで軽い運動が可能

な公園（平成22年 3月発行 新宿区魅力ある身近な公園づくり基本方針より一部修正） 

名称 所在地 区分 面積（㎡） 主な設備 

牛込弁天公園 弁天町 84 公園   2,450.42 健・多 

白銀公園 白銀町 3 公園   4,410.23 健 

若葉公園 若葉 3-4 公園 2,134.14 健・多 

愛住公園 愛住町 11 公園   2,496.01 多 

大久保公園 歌舞伎町 2-43 公園   3.272.94 多 

西戸山公園 百人町 4-1 公園、野球場（再掲） 22,430.20 多 

花園東公園 新宿 1-25 公園   1,219.89 多 

花園公園 新宿 1-21 公園 3,987.98 多 

柏木公園 西新宿 7-14 公園 1,305.97 多 

鶴巻南公園 早稲田町 78 公園 5,576.32 健・多 

神田上水公園 北新宿 4-37 公園 2,823.86 健 

大東橋公園 北新宿 4-32 公園 1,500.92 健・多 

落合公園 中井 1-14 公園 9,602.86 健・多・キ

八幡公園 上落合 1-7 公園 1,086.62 健 

北柏木公園 北新宿 4-12 公園 5,198.89 多・キ 

西落合公園 西落合 2-19 公園、少年野球場（再

掲）、テニスコート（再掲）

11,559.88 健・多 

新小川公園 新小川町 3 公園 1,111.26 健・多 

みなみもと町公園 南元町 20 公園 9,297.72 健・多 

大久保北公園 大久保 2-28 公園 783.49 健・多 

戸塚公園 高田馬場 3-40 公園 1,700.09 健・多 

矢来公園 矢来町 38 公園 1,436.45 多 

甘泉園公園 西早稲田 3-5 公園、テニスコート（再掲） 14,235.35  

上落合西公園 上落合 3-11 公園 1,552.51 多・キ 

落合中央公園 上落合 1-2 公園、野球場（再掲）、

テニスコート（再掲）

21,072.96 健・多 

住吉公園 住吉町 13 公園 1,444.75 多・キ 
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清水川橋公園 下落合 1-1 外 公園 1,246.03 多 

東大久保公園 新宿 6-14 公園 967.24 健 

新宿中央公園 西新宿 2-11 公園 88,065.95 健・多・キ

宮田橋公園 高田馬場 3-8 公園、遊び場 1,540.74 多・キ 

もとまち公園 南元町 4 公園 2,144.67 多 

山伏公園 北山伏町 1 公園 652.50 キ 

榎町公園 東榎町 11 公園 738.57 キ 

大京公園 大京町 14 公園 713.05 多 

西落合北公園 西落合 4-13 公園 1,900.84 多 

北新宿公園 北新宿 3-20 公園、多目的広場（再掲） 6,991.15 多 

小滝公園 高田馬場 3-46 公園 222.42 健 

角筈公園 西新宿 4-38 公園 776.26 多 

納戸町公園 納戸町 26 公園 1,029.23 多 

高田馬場公園 高田馬場 4-22 公園 1,756.47 健・多 

百人町ふれあい公園 百人町 3-28 公園 6,989.49 健・多・キ

小泉八雲記念公園 大久保 1-7 公園 1,512.06 多 

若宮公園 若宮町 20 公園 1,368.38 多 

中井東公園 中井 2-4 公園 538.09 多 

西坂第二公園 中落合 2-15 公園 105.01 健 

あかね公園 西落合 1-31 公園 570.43 キ 

富久さくら公園 富久町 21 公園 4,550.79 健 

大木戸児童遊園 四谷 4-9 児童遊園 1,042.40 多・キ 

あかぎ児童遊園 赤城下町 21 児童遊園 611.24 多 

津の守坂児童遊園 坂町 24 児童遊園 295.53 健 

聖母病院脇遊び場 中落合 2-5 遊び場 394.80 多 

よつや運動広場 

（現在閉鎖中） 

四谷 1-1 遊び場 2,029.48 多 

余丁町遊び場 

（現在閉鎖中） 

余丁町 11-18 遊び場 1,416.00 多 

妙正寺川公園 西新宿 2-20 

中野区松が丘 1-33

その他、運動広場（再掲） 17,314.83 多 

 

【区立学校施設】※旧学校施設を含む 

名称 所在地 主な設備・用途 

津久戸小学校 津久戸町 2-2 校庭、体育館、プール など 

江戸川小学校 水道町 1-28 校庭、体育館、プール など 

市谷小学校 市谷山伏町 1-3 校庭、体育館、多目的室、プール など 

愛日小学校 北町 26 校庭、体育館、プール など 

早稲田小学校 早稲田南町 25 校庭、体育館、多目的室、プール など 

鶴巻小学校 早稲田鶴巻町 140 校庭、体育館、多目的室、プール など 

牛込仲之小学校 市谷仲之町 4-33 校庭、体育館、プール など 

富久小学校 富久町 7-24 校庭、体育館、プール など 

余丁町小学校 若松町 13-1 校庭、体育館、プール など 

東戸山小学校 戸山 2-34-2 校庭、体育館、プール など 

四谷小学校 四谷 2-6 校庭、体育館、プール など 

四谷第六小学校 大京町 30 校庭、体育館、プール など 

花園小学校 新宿 1-22-1 校庭、体育館、プール など 

大久保小学校 大久保 1-1-21 校庭、体育館、プール など 

天神小学校 新宿 6-14-2 校庭、体育館、プール など 

戸山小学校 百人町 2-1-38 校庭、体育館、プール など 
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戸塚第一小学校 西早稲田 3-10-12 校庭、体育館、プール など 

戸塚第二小学校 高田馬場 1-25-21 校庭、体育館、プール など 

戸塚第三小学校 高田馬場 3-18-21 校庭、体育館、プール など 

落合第一小学校 中落合 2-13-27 校庭、体育館、コミュニティルーム、多目的室、

プール など 

落合第二小学校 上落合 2-10-23 校庭、体育館、落二ルーム、プール など 

落合第三小学校 西落合 1-12-20 校庭、体育館、プール など 

落合第四小学校 下落合 2-9-34 校庭、体育館、コミュニティルーム、プール など 

落合第五小学校 上落合 3-1-6 校庭、体育館、プール など 

落合第六小学校 西落合 4-11-21 校庭、体育館、プール など 

淀橋第四小学校 北新宿 3-17-1 校庭、体育館、淀四ルーム など 

柏木小学校 北新宿 2-11-1 校庭、体育館、多目的兼ランチルーム、プールなど 

西新宿小学校 西新宿 4-35-5 校庭、体育館、ランチルーム、プール など 

西戸山小学校 百人町 4-2-1 校庭、体育館、西戸山ルーム、プール など 

旧四谷第三小学校 本塩町２ 体育館 

牛込第一中学校 北山伏町 4-1 校庭、体育館、プール など 

牛込第二中学校 喜久井町 20 校庭、体育館、プール など 

牛込第三中学校 市谷加賀町 1-3-1 校庭、体育館、プール など 

四谷中学校 四谷 1-12 校庭、体育館、コミュニティルーム、プール など  

西早稲田中学校 戸山 3-20-2 校庭、体育館、武道場、プール など 

落合中学校 下落合 2-24-6 校庭、体育館、多目的室、プール など 

落合第二中学校 西落合 1-6-5 校庭、体育館、武道場、プール など 

西新宿中学校 西新宿 8-2-44 校庭、体育館、武道場、プール など 

新宿中学校 新宿 6-15-22 校庭、体育館、武道場、多目的ランチルーム、

プールなど 

新宿西戸山中学校 百人町 4-3-1 校庭、体育館、武道場、プール など 

新宿養護学校 西新宿 4-20-11 体育館 など 
 
 

【宿泊施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

区民健康村 

「グリーンヒル八ヶ岳」 

山梨県北杜市長坂町中丸

1622 

アリーナ、テニスコート、多目的グラウン

ド、パターゴルフ、ゲートボール場、アリ

ーナ、トレーニングルーム、温水プール など

区民保養所 

「箱根つつじ荘」 

神奈川県足柄下郡箱根町

強羅 1320 

卓球、輪投げ など 

区外学習施設 

「ヴィレッジ女神湖」 

長野県北佐久郡立科町大

字芦田八ヶ野字赤沼平 994

体育館、レクリエーションホール など 
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【区立外施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

国立競技場 霞ヶ丘町 10-2 陸上競技、サッカー、ラグビー、卓球、バ

レーボール、バスケットボール、バドミン

トン、温水プール、トレーニングルーム

など 

都立戸山公園多目的運

動広場 

戸山 3-2 野球（小学生のみ）、サッカー（小学生の

み） など 

上智大学真田堀運動場 千代田区紀尾井町 7-1 野球、サッカー、ラグビー など 

千代田区立外濠公園総

合グラウンド 

市谷本村町 

千代田区五番町 

野球、テニス 

※大日本印刷㈱狭山総合

グラウンドテニスコート 

埼玉県狭山市広瀬台

2-6-1 

テニス 

※千葉県睦沢町総合運

動公園 

千葉県長生郡睦沢町上

之郷 1565 

野球、テニス など 

  ※「大日本印刷（株）狭山総合グラウンドテニスコート」「千葉県睦沢町総合運動公園」については、 

平成 18 年度から、区と提携し共同利用を行っています。 

 
【都立学校施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

新宿山吹高等学校 山吹町 81 大・小体育室、テニスコート、温水プール など

戸山高等学校 戸山 3-19-1 校庭・体育館 など 

新宿高等学校 内藤町 11-4 校庭・体育館 など 

   

【主な民間施設】 

名称 所在地 主な設備・用途 

東急スポーツオアシス 

新宿店 

歌舞伎町 2-44-1(東京

都健康プラザ「ハイジ

ア」内 5階） 

スタジオ、ジム、温水プール、テニス、バス

ケットボール、バレーボール、フットサル、

ゲートボール など 

ティップネス新宿店 西新宿 7-1 カレイドビ

ル 5～7階 

スタジオ、ジム、温水プール など 

コナミスポーツクラブ 

飯田橋 

揚場町2-1軽子坂MNビ

ル地下 1階 

スタジオ、ジム、温水プール など 

ジェクサー・ 

フィットネスクラブ四谷 

四谷 1丁目無番地 

外濠公園内 

スタジオ、ジム、温水プール など 

エスフォルタ市ヶ谷 市谷本村町 1-1 

住友市ヶ谷ビル 1階 

スタジオ、ジム、温水プール など 

BIGBOX 高田馬場 高田馬場 1-35-3 スタジオ、ジム、温水プール、ゴルフ など

明治神宮外苑 霞ヶ丘町 1-1 硬式野球、軟式野球、テニス、ゴルフ、フッ

トサル、アイススケート など 
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     ●新宿区のスポーツ関連施設 
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（２）方針検討の経緯 

 開催日 会議名 検討内容 

平成 23 年 ８月 29 日 
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第２回検討部会 

・施設整備の考え方 

・施設の利用形態の総合化、共

有化（学校施設開放を含む）

・地域人材・利用者の総合化 

平成 23 年 12 月 ２日 
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第３回検討部会 

・スポーツ環境調査等の再検証

・検討課題の整理 

平成 23 年 12 月 15 日 
第１回「新宿区スポーツ環境整備方針」策

定準備に向けた有識者意見交換会 
・同上 

平成 24 年 ２月 17 日 
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第４回検討部会 

・報告書について 

・骨子案について 

・概念図について 

平成 24 年 ３月 14 日 
第２回「新宿区スポーツ環境整備方針」策

定準備に向けた有識者意見交換会 
・同上 

平成 24 年 ５月 ２日 

地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第４回地域活動

推進会議 

・「スポーツ環境整備方針」策定

に向けた検討結果について 

・「スポーツ環境整備方針」骨子

（案）の検討 

平成 24 年 ７月 19 日 
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第５回検討部会 

・「スポーツ環境整備方針」策定

に向けた素案（案）の検討 

平成 24 年 ７月 30 日 
第３回「新宿区スポーツ環境整備方針」策

定準備に向けた有識者意見交換会 

・「スポーツ環境整備方針」策定

に向けた素案（案）の検討 

・目指すべき姿・展開イメージ

の検討 

平成 24 年 ９月 ７日 
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第６回検討部会 

・新宿区スポーツ環境整備方針

（素案）について 

平成 24 年 ９月 26 日
第４回「新宿区スポーツ環境整備方針」策

定準備に向けた有識者意見交換会 
・同上 

平成 24 年 10 月 15 日 

地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第５回地域活動

推進会議 

・同上 

平成 25 年 １月 16 日
第５回「新宿区スポーツ環境整備方針」策

定準備に向けた有識者意見交換会 

・新宿区スポーツ環境整備方針

（素案）に対するパブリッ

ク・コメントの結果について

平成 25 年 １月 21 日
地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第７回検討部会 
・同上 

平成 25 年  ２月 ４日

地域での文化・スポーツ活動とコミュニテ

ィ活動を推進する庁内会議第６回地域活動

推進会議 

・新宿区スポーツ環境整備方針

の策定について 
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（３）検討メンバー 

① 有識者意見交換会名簿 

氏名 役職 氏名 役職 

間野 義之 
学識（早稲田大学スポーツ科学学

術院教授） 
徳堂 泰作 区障害者団体連絡協議会 

今泉 清隆 区体育協会 伊藤 容子 区青少年育成委員会 

阿部 正幸 区スポーツ推進委員協議会 青木 喜夫 区小学校ＰＴＡ連合会 

小菅 知三 区レクリエーション協会 岡崎 充宏 区中学校ＰＴＡ協議会 

松永 健 区町会連合会 加藤 茂行 公募委員 

太田原 武 区高齢者クラブ連合会 藤塚 米子 公募委員 

 

② 庁内会議検討委員名簿（平成 25年 2月現在） 

地域活動推進会議委員 

氏名 役職 氏名 役職 

野口 則行 副区長 小栁 俊彦 福祉部長 

橋口 敏男 区長室長 中澤 良行 子ども家庭部長 

針谷 弘志 総合政策部長 福内 恵子 健康部長 

寺田 好孝 総務部長 野﨑 清次 みどり土木部長 

加賀美 秋彦 地域文化部長 新井 建也 都市計画部長 

藤牧 功太郎 
新宿未来創造財団等担当部長 

（財団事務局長） 
小池 勇士 教育委員会事務局次長 

 

検討部会委員 

氏名 役職 氏名 役職 

村上 道明 区政情報課長 吉田 淳子 高齢者福祉課長 

針谷 弘志 企画政策課長 大野 哲男 子ども家庭課長 

山崎 英樹 行政管理課長 杉原 純 健康推進課長 

熊澤 武 情報政策課長 吉川 洋志 みどり公園課長 

木全 和人 総務課長 森 孝司 景観と地区計画課長 

山田 秀之 地域調整課長 吉村 晴美 教育調整課長 

鯨井 庸司 新宿未来創造財団等担当課長 齊藤 正之 教育支援課長 

村山 透 
落合第一特別出張所長 

（特別出張所所長会幹事長） 
米山 亨 学校運営課長 

向 隆志 障害者福祉課長 遠藤 剛 生涯学習コミュニティ課長 
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スポーツ環境
整 備 方 針

スポーツの力で新宿のまちを元気に！

新宿区

新宿区は、環境への負荷を少なくし、未来の環境を創造するまちづくりを推進しています。本誌は森林資源の保護とリサイクルの
推進のため、古紙を利用した再生紙を使用しています。


